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北奥方言の動詞のアクセント資料（2）
上野善道
東京大学名誉教授／国立国語研究所 理論・構造研究系 客員教授［–2015.03］／ 
国立国語研究所 共同研究員
要旨
　岩手県と青森県の，旧南部・津軽両藩の 6地点で調査をした北奥方言動詞のアクセント報告の続
稿として，4～ 7拍動詞の 374語を対象とする。基本は無核型と次末核型の 2つからなるが，動詞
の全体としては n拍に n個の区別があるアクセント体系である。3拍までの基本的な動詞 35語に
ついて，それぞれ 8つの活用形のアクセント資料も掲げ，その地域差も指摘する *。
キーワード：北奥方言，南部方言，津軽方言，動詞，アクセント
1. 地点・話者情報ならびに語形・アクセント・関連情報
　地点・話者情報は前稿の上野（2019）と重複するが，（1）に再掲する。（弘前は，前回同様，
両氏をまとめて掲げる。雫石の母は最後の入院中で同一活用形調査票による調査はできなかった。）
　語形・アクセント・関連情報は，一部は省略ないし簡略化し，一部は補足をしながら（2）に
示す。
（1）  地点            話者       生年
   岩手県盛岡市八
はちまんちょう
幡町      中
なかや し ん や
谷眞也氏    1929年生まれ
   岩手県雫
しずくいしまち
石町下
しもまち
町    （故）上野ゑみ（母）   1926年生まれ
   同上（内省資料）       上野善道     1946年生まれ
   青森県八
はちのへ
戸市鮫
さめまち
町      柾
まさや
谷伸
のぶ お
夫氏    1948年生まれ
   青森県下北郡風
かざまうらむら
間浦村    越
えち
膳
ぜん
昌
まさ こ
子氏    1953年生まれ　以上，旧南部藩
   青森県弘
ひろさき
前市        小
お さ な い よ う こ
山内溶子氏   1951年生まれ　以下，旧津軽藩
   同上            鳴
なるみ
海春
はる
輝
き
氏    1952年生まれ
   青森県五
ごしょ が わ ら
所川原市      千葉凉
りょうこ
子氏    1950年生まれ
（2）  ˜b, ˜pなどの ：˜前鼻音化要素。この有無は弁別性がある。ただし，青森側は時に脱落する。
   ng：鼻濁音（ガ行鼻音 ŋで，標準語的発音でも例外なく出る。˜gはない。Nはンで別）。
* ご教示下さった話者の皆さんに厚く御礼を申し上げる。本稿は JSPS科学研究費 19H00530（代表者：窪薗
晴夫）による研究成果の一部である。同時に，国立国語研究所共同研究プロジェクト「対照言語学の観点か
ら見た日本語の音声と文法」（プロジェクトリーダー：窪薗晴夫），並びに「日本の消滅危機言語・方言の記
録とドキュメンテーションの作成」（プロジェクトリーダー：木部暢子）の研究成果も兼ねる。査読者から
の指摘で一部表現を改めた。不統一を指摘してくれた編集委員にも感謝する。
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   c：ツの破擦音子音。caはツァ，cjaはチャ。
   E：広いエ。（私は eに統合している。青森側の話者でも時に Eを記録してはあるが，岩
手側の高齢層のように固定化しておらず，対立はないと見て eにした。しかし，「転ぶ・
倒れる」意のオッケァルなどは小さなァがあるような気がするという話者がおり，前稿
では校正段階で一部を Eに直した。-ai, -aeに対応する箇所は再検討が必要かもしれない。）
   中舌母音：表記せず，私自身のス，ツ，ズを基準にした聴覚的な判断を中心に適宜 si, su; 
ci, cu; zi, zuのいずれかに割り振った。（当該地域では，元は対立を失い，若干の方言差
を伴いつつも仮名ではス，ツ，ズとまとめられる音声になっていたと考えられるが，今
や全員が標準語の発音もできる時代で，方言生活や語りにもそれが反映しており，現実
には種々の程度に標準語化したシ，チ，ジの音声も混じる。そのため，子音の前鼻音性，
有声性，鼻濁音に比して綿密な書き分けは意図しなかった。私の場合はス，ツ，ズに合
流̶さらにはニとヌもヌに，リとルもほとんどル 1に合流̶しているが，直後にタ・
テ・トが続く環境に限り，シは標準語と同じ sjita 0（した，下），kasjite 0（貸して）等
となる。suta, kasuteは，以前は年寄り相手には用いたが，同世代にはわざと方言化して
いる感じで不自然である。こういう場合に限り sjiとした。しかし，cutta 0（散った），
zuteNsja 2（自転車）などはおかしくない。）
   語頭のイ：微妙なケースも多いが，話者が自ら「エ」と報告したもの以外は iとした。（こ
れに関しても，上記と似た状況にある。内省を聞くと“「要る」はイで，「要らない」は
エみたいだが，ちゃんとしたエとも違う”というような反応が返って来る。私の場合は
標準語のイは中舌のイに統一されており，一部，「偉い」までも親世代の erEの両母音
の違いを反映させた上で ireとなっている。なお，語頭以外でも，toraeru（取られる）
など，-Vre- > -Ve-の変化が起こっており̶その条件は時制や文体も絡んで極めて複
雑̶，その -Ve-の後半は仮名ではイと書きたいとする話者がいる。実際，その
-ae/-ai，-oe/-oiの対立はおそらくなく，最後の母音は -eよりも狭いが，「寂れる，痺れる」
などの -˜bie-では直前の iよりも若干広めで中舌性も弱いと見たので，本稿では基本的
に eで表記した。）
   <m>：稀。見出し語形は稀でもアクセントが得られた場合は記し，日常語形を（　）に入
れた。
   <n>：新。新しい単語・用法。
   <o>：古。古い用法，古老が用いていた用法。（私の場合は，主に祖父母が使っていたと
記憶し，自らも年寄り相手には使った形。ただし，Eは eにし，語頭のイは中舌のイで
発音。）
   x：使わない意。その直後の語形は使わない意のときは，語形との区別のために<x>とする。
   <聞>：自分では使わないが聞くことはある形。多くはその周辺地域のもの。
1 前稿（2019a: 118）「終わる」の雫石（内省）欄に「0 （名詞は owari 2）」としたのは標準語形を書いたもので，
「0 （名詞は owaru 2）」の誤り。動詞と名詞でアクセントのみが異なるのが正しい。
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   <普>：こちらの方が普通，普段よく用いる形。
   (OK)：私が観察・記録した限りにおいて，これで可（入力ミスにあらず）。
   [：昇り核。語頭から数えた（丸付き）数字も用いる。マイナス表記は語末から数えた場合。
   ＝：（音形の直後に付けた場合）無核型の印。[がないことの明示。表では 0，本文では⓪も。
   _：アクセント単位の切れ目。数字のアクセント表記では 0 + 1のように「+」が対応する。
   <：その右側の形から変化。>はその反対。
2. 動詞のアクセント体系
　表 1に前稿の続きとして 4～ 7拍動詞の資料を掲げる。前稿を含むその資料に基づき，まずは
北奥方言の動詞のアクセント体系を簡単にまとめる。基本は無核型（⓪）と後ろから 2拍目に昇
り核をもつ次末核型（－②）の 2つからなり，金田一の類との対応も，細かい例外は別として，
第 1類が無核型，第 2類が次末核型に対応する。類別語彙以外でも，日常語は概ね東京方言と一
致するが，複合動詞，および（生産的に使う方言での）可能動詞は有核型になる。
　注意を引くのは，「構える，揃える」など，前次末・次末が -ae, -oeの連母音の場合にはほとんど
ka[maeru, so[roeru（核表示）など前次末核型（－③）になり，それが日常語の場合は「押さえる（o[sjEru, 
o[s(j)eru），覚える（o[˜beru）」など，母音の融合を起こして次末核型で出る点である。その一方で，
これらを soro[eru等とする地域も弘前を中心に青森県にはある。しかしながら，可能動詞の「使
える」は融合を起こさず，かつ（八戸を除き）cuka[eruで，「支
つか
える」の cu[kaeruと区別される。
これを活用させても，可能動詞の核の位置は cuka[eneなどで一貫するのに対して，一般動詞は
否定形が cukae[neなどと核の位置が交替する。前稿 3拍語の「和える，冴える，やれる（jaeru
の形），冷える，増える」などは（五所川原を除き）②型であるのに対して，「返す，帰る；入る，
参る」は，母音融合しない場合でも，弘前も含めてすべて語頭に核のある①型で出る。従って，
地域差はありながらも，連母音環境でも次末核型と前次末核型とは対立する。
　その中にあって五所川原だけは「和える（[aeru），冴える（[saeru），晴れる（[haeru），冷える
（[hieru）；思える（o[moeru），破れる（ja[˜bueru），痺れる（si[˜bieru）」など，連母音の配列を問
わず規則的に前次末拍に核がくる（可能動詞は稀）。しかし，この環境での対立がなくても，前
次末核型 ke[to˜basu（蹴飛ばす）と次末核型 ungo[gasu（動かす）の対立は明瞭である。
　複合動詞まで範囲を拡大し，さらに受身形由来のものまで見ると，特に岩手方言を中心に，音
韻条件によらずに次末核型以外の有核型を取る語例が見つかる。5拍語までを（3）に示す。今回
の調査外の項目で私の方言にあるものを「；」の後に付け加える。次末核型の併用形注記は省く。
（3） 4拍 ①型：ほき出す（[hogi˜dasu），やられる（[jaraeru），反り返る（[sorugeru），取り除け
る（[tonogeru < [toNnogeru）；[kamageru（ひっくり返す）
    ②型：蹴飛ばす（ke[to˜basu），出かける（de[gageru），跳ね回る（ha[nemaru），ひし
げる（hi[sjangeru）；ki[nanguru（切る <切りなぐる），ku[cjangaru（食いつく <食い
下がる），ku[cja˜beru（べらべらしゃべる <食いしゃべる？），ta[mozugu（掴まる），
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to[te˜dasu（取り出す <取って出す），ha[nesjaru（跳ね退く＜跳ね去る）
  5拍 ①型：かっ食らう（[kakkurau）；[kaNmageru（ひっくり返す，かん撒ける），[kogicukau
（こき使う），[sakku˜beru（差っくべる），[deccumaru（出詰まる＝大小便が漏れそ
うになる），[jaccukeru（やっつける）
    ②型：恐れ入る（o[soreiru），思い切る（o[moikiru），思い出す（o[moi˜dasu），叩き割
る（ta[dagiwaru）， 干 か ら び る（hi[kara˜biru）；ha[necukeru（ 撥 ね 付 け る ），
hu[tacukeru（殴る，叩く），bu[tacukeru（ぶっ叩く），bu[rasangeru（ぶら下げる），
bu[rasangaru（ぶら下がる）
    ③型：掻っ払う（kap[parau），蹴っ飛ばす（ket[to˜basu），酔っ払う（jop[parau）；
kac[carau（かっさらう），kat[to˜basu（かっ飛ばす），top[pa˜zusu（取っ外す），
top[parau（取っ払う），tot[te˜dasu（取り出す＜取って出す），hac[cjangeru（跳ね上
げる），hac[cjangaru（跳ね上がる），huc[cjageru, buc[cjageru（ぶち裂ける），
hut[to˜basu（吹っ飛ばす），buk[kamasu（ぶっかます），but[to˜basu（ぶっ飛ばす），
buN[nanguru（ぶん殴る），buN[nangeru（ぶん投げる）等。
　すべて強意的な動詞で，複合動詞は前部要素が有核型のものばかりである。自明なものは除く
として，[hogi˜dasuの前部要素は単独では使わないが，仮に言えば①型である。おそらく [hagu（吐
く）から転じたものであろうが，「ほき出す」は東京方言や八丈方言にもある形である。「吐き出
す」なら「掃き出す」と同じく hagi[˜dasuである。hu[tacukeru（叩く）は語構成がはっきりしな
いが，より強い bu[tacukeruもあることから，「打つ，ぶつ」①との関連が考えられる。「裂ける」
の強調形 huc[cjageru, buc[cjageruも参照。bu[rasangeru, bu[rasangaruは複合動詞ではなく，「ぶらり」
を強調したものであろう。
　一方，[jaraeruは，無核型「やる」からの派生としては核の有無の例外となるが，強意の受身
動詞として独立したもので，殴られるなどの他，先手を打たれた，意表をつかれたときの「しまっ
た」の意味でも用いる。ja[raeruもあるが，[jaraeruの方がより表現性が強い（私は ja[rareruは不
自然で，[jarareruなら許容）。ja[raeruは風間浦にもある（他地域は無核型）。なお，使役の「やら
せる」は，どの地域でも無核型のままである。次に，[jaccukeruも「やりつける」由来では例外
であるが，相手を打ち負かす，ひどい目に遭わせるという，やはり強意によるもので，通常の「仕
事を～」なら jaccu[keruである。また，やり慣れる意なら jarucu[keru, <o>jaruzu[geruである。
　前次末より前に核がある（3）の単語は，活用させても核の位置は動かない点でも特異である。
[jaccukeruの否定形は [jaccukeneであるが，jaccu[keruの否定形は jaccuke[neと核が動く。次末核
（および音韻条件が関与する「揃える」so[roeruなどの前次末核）とは異なることが分かる。
　さて，1拍語には無核型の su=（する）と [ku（食う）があることも踏まえて 5拍語までをまと
めると，末核を除く Pn = nの体系となる（[kuは外見上は末核のように見えるが，ここしか核の
担い手がないためである）。5拍語以上はほとんどが複合動詞になって無核型は少なくなるが，
それでも（4）などがある。標準語的な単語まで含めれば，omoNzuru=（重んずる）もある（「重
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んじる」だと omoN[zuru）。そして，6拍語でも同じ枠組みで，（5）のように 6つの型が揃う。
（4）  5拍語無核型：agongareru = （憧れる），una˜dareru = （うなだれる），unu˜boreru = （自惚れる），
sjo˜bokureru = （しょぼくれる），aomugeru = （仰向ける。aomu[geruだと可能動詞）等。
（5）  6拍語動詞の体系：[keccuma˜zugu（蹴っ躓く），ta[dagicukeru（叩き付ける），jot[tagureru
（酔っ払う），haccu[ragasu（はっ散らかす。hac[curagasu, [haccuragasuとも），hippari[komu, 
hippari[gomu（引っ張り込む），agaccjageru = （赤っ茶ける）。
　岩手側に比べて青森側にはこのタイプは少ないものの，たとえば五所川原には ke[to˜basu（蹴
飛ばす），ha[nemawaru（跳ね回る），si[kara˜biru（干からびる）などがあり，上野（1986）の青
森市では [sorigaeru（反り返る），hi[keragasu（ひけらかす）などが得られている。
3. 単語アクセントを中心とする地域差
　ここでは，表 1ならびに前稿の資料に基づき，核の有無と位置から見た動詞の単語アクセント
における地域差を見る。地点数が多くなく，話者も原則一人である以上，あくまでも得られたデー
タの範囲内での巨視的なものとなる。以下，地域的な対立は「//」の記号で示す。
　もっとも，分布パターンが明らかになっても，個別の単語アクセントの場合は，強意動詞を除
けば無核型か次末核型かの二者択一であり，日常語彙か否かや意味も関与するので，そこから歴
史まで推定できるのは一部にとどまる。この点で，次節の活用形アクセントが八戸の状態をもっ
てほぼ祖体系と推定できるのとは異なる。「織る」は雫石の高齢層のみが伝統的と見られる無核
型である等の個別の細部にも踏み込まない。なお，アクセントに触れた後，他の地域差も見る。
　まず，調査をした限りの県境で分かれるものに（6）がある。境界地域にある雫石の私が両形を
併用している場合も，母の資料の方を重視してこのタイプに入れた。音韻条件が関わる広義の変
種はまとめ，一部「x」（その不在）を含み得る（以下同様）。Cf.以下は青森県内に 1地点ずつ例
外のある項目で，厳密には県境パターンに属さないが，準ずるものとして参考までに挙げておく。
（6）  岩手 //青森県境で分かれるアクセント
   結う（0//1）；飾る（2//0），手繰る（2//0）；呆れる（3//0），溢れる *（0//3），滅びる（0//3），
報いる *（0//3），集める（0//3），信じる（0//3），ぼやける（0//3），集まる（0//3），とど
まる（0//3）；思い切る（2//4），思い出す（2//4），蹴っ飛ばす（3//4），叩き割る（2//4）。
   Cf. 落ち着く（0//3, 弘前 0），認める（3//0, 風間浦 3），やられる（2//0, 風間浦 2）。
　*を付けた 2項目は，母は⓪型であるが，私は③型である。「溢れる」は（普段接触のない青
森側のではなく）標準語の影響を受けたもの，「報いる」は派生名詞の mugui=から判断して稀
用語ゆえの③型と見て，本来は県境で分かれていたものと処理した。最初の例「結う」の青森側
は，各種の方言形の存在から見て本来語ではなく，前稿（2019: 103）の岩手側の「産む」の①型
と同様，借用語のアクセントと考える。なお，「飾る②；呆れる，認める（ともに③），集める，
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集まる，ぼやける，とどまる（いずれも⓪）」は私にとって標準語アクセントへの切り換えに苦
労する単語で，意識過剰のあまり「集める，集まる」に音配列の似た無核型の「まとめる，まと
まる」まで③型で言い兼ねないほどである。「思い切る」以下は，前節の強意動詞の例に当たる。
　アクセント以外の特徴に関して県境で分かれるものに（7）がある。
（7）  岩手 //青森県境で分かれるアクセント以外の特徴
   「ほき出す」[hogi˜dasu//x，「燻る」の ju[˜buru//i[˜buru，「茹だる」の u[˜daru//ju[˜daru（た
だし，私は ju-，八戸は併用），「砕く」を《お金を崩す》意味で使わない //使う。
　次に，岩手側に八戸まで含めたところがアクセントの境界になるのが（8）である（五所川原に
一部例外あり）。
（8）  岩手県・八戸 //風間浦・津軽型：「廃れる，ふざける，つまずく（いずれも 0//3）」
　八戸と風間浦が一致，すなわち青森県の旧南部藩がまとまり，その両端（岩手県と旧津軽藩）
が異なるアクセントというパターンもある。「八戸・風間浦 //他」の形で（9）に示す。
（9）  八戸・風間浦 //他型：「絡
から
げる（0.-g-//3.-ng-）；萎
しお
れる，寝ぼける，のろける，べたつく（い
ずれも 3//0）」
　岩手側と五所川原が離れていながら一致し，残る八戸・風間浦・弘前が別に一致するタイプに
「蹴飛ばす（2//3）」がある。岩手側と五所川原の一致にのみ着目し，それ以外にはこだわらずに
「他」とすると，「跳ね回る，干からびる（ともに 2//他）」も該当する。いずれも，2節の末尾で
触れた，次末以前に核がくる例が五所川原にあることに関連する現象である。
　五所川原と弘前が一緒になって盛岡と一致し，他と異なるのが（10）である。名詞の「向き①」
と関連する可能性があるので取り上げた。ただし，盛岡・弘前は方向，適性とも①型であるが，
五所川原は方向だけが①で，適性は⓪型であり，盛岡も命令形は無核型の muge2であること，「向
かう」は全域無核型であることが気にはなる。盛岡と五所川原のみが一致する「括る（2//0）」
は孤例で，新語ゆえの一致か。盛岡・雫石と五所川原が一致する「heru = （入れる）」もある。
（10）  盛岡・津軽（弘前・五所川原）//他型：「向く」（1//0），「熟す」の語形 zjugu[reru//x
　なお，（10）のどちらも盛岡の隣の雫石では使わない。zjugu[reruは盛岡人が言うのを最初に耳
にしたときは，「熟
う
れる」の漢字の個人的な読み間違いかと思ったほどである。なお，『日本方言
大辞典』によれば，この形は山形県にもあるという。
　その他のパターンとして，青森県内の 2か所がまとまる（11）と（12）がある。
（11）  八戸・弘前 //他型：「抱える，支える，捧げる，見通す，やらかす（いずれも 0//3）」
2 前稿（2019a: 108）「向く」の盛岡欄「（...命令形は muge 2）」は「（...命令形は muge 0）」と訂正。（OK）ま
で書いておきながら，1ではないとの意識だけが強過ぎて，つい 2としてしまった。
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（12）  風間浦・弘前 //他型：「とぼける，頑張る（ともに 3//0）」
　ところが，南部 //津軽の旧藩境で分かれる単語アクセントの例は，予想に反し，今回の調査
範囲では見当たらなかった。もとより音調型ではなく，アクセント核の有無と位置に関してのこ
とである。ただし，形容詞には 1例だけであるが，「あやしい」（0//3）がある（上野 2019b）。
　アクセント以外では，旧藩境で分かれるものとして（13）がある。なお，「浮く（ugiru=）」も
前号の資料からは南部専用と見えるが，上野（1986: 4, 28）では，青森市（の周辺部）にも
ugiru=を記録している。また，Cf.の後は，津軽全体ではなく，五所川原だけがそれを用いない
例である。
（13）  南部 //津軽の旧藩境で分かれるアクセント以外の特徴
   飼う（[kau, karu//ta[deru），（髪を）梳かす（ke˜zuru= 他 //ha˜da[geru），歩く（a[rugu, 
a[rigu//a[sagu），走る（ha[sjeru, ha[heru//hak[keru），目を覚ます（o˜do[rogu//o˜do[garu)；言
う（[sou, [heru//x）， 腐 る（kusa[reru, kusarera[gasu//x）， 着 飾 る（mo[jou, mo[joru//x）。
Cf. 伝
う つ
染る（u[zugu//五所 x）。
　本節の終わりに雫石にのみ出てきたものを取り上げると，「出かける（de[gageru）」の②型，「濁
る」の me[nguru（『日本方言大辞典』によれば秋田にもある由），そして「いじめる」の意味・
用法がある。最後の例は《厳しく躾る，鍛える，叱る》意で，昔はよく親が担任に orahono= 
wara[su i˜zu[mede kunaN[se.（うちの子供をいじめて下さい＝遠慮することなく厳しく教育して下
さい）と頼んだものである。この意味をもたない盛岡人との間で誤解が生じた例が実際にある。
4. 活用形のアクセントとその地域差
　表 2に活用形資料を示す。調査に当たり，連体形以外は，原則として後続要素のない単独形に
基づいてその型を判断した。終止形と連体形はほとんどの場合に一致するが，一部にアクセント
の併用の有無の差（盛岡）や，「する」の終止形は su=, suru=がともにあるが連体形は suru=のみ
という例（八戸）があるので，すべてを掲げる。「出る」の方言形「出張る」の活用形は一部で
しか聞いていないが，他の動詞とアクセントが異なる点があるので掲げる。「会う」に対する「行
き会う」は 4拍動詞の例として取り上げる。私自身の方言で，似た形でありながら活用形とアク
セントに注目すべき点のあるものも追記した。項目の右上に *を付した「出来るな，出来ろ」は
まず使わないが，一部では意志動詞の「起きろ」に代えたものの，他では適宜省いた（30年以
上前に作った調査票で，作成時にこれを入れた意図は，今となっては不明）。
　以下，主要な方言差を見ていくが，ここでも核の有無と位置のみをその対象とする。
4.1 無核動詞
　比較的単純な無核動詞から始める。終止形が無核の動詞は，活用形も無核型が原則で，禁止形
と命令形のみが異なる。無核動詞の禁止形は，「着るな」の kiru[naに対する（kiru[na > kiN[na >）
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ki[naなどの語形の違いはあっても最後のナに核がくる。ただし，八戸のみ，ナの一つ前に核が
くる（平山輝男編 1982: 103に指摘あり）点で他地域と異なる。[suna, su[runa（するな）がその
典型である。弘前では，karu（買う）でも，ナは元の終止形のまま kau[naとなる（これは，有核
動詞「払う」の ha[raruと ha[raunaにも当てはまる）。なお，雫石の私の場合，無核動詞の禁止形
は無核型でもおかしくなくなっている。
　命令形は，男女による語形の違いが青森県側から得られている。風間浦村では，1段・5段を
問わず，通常の命令形は男性の使う形で，女性は -seに終わる別の形を使う3。五所川原では，1段
動詞の -roは乱暴な感じがして女性は使いにくく，-reを用いるという。他地域の女性話者でも，
類似の違いがありながら，調査項目に合わせて裸の命令形で答えたケースもあるかもしれない。
男女差ではないが，盛岡では剥き出しの命令形は好まず，たとえば「見ろ」の代わりに，テ形の
[mide/mi[de（見て）の後に ke[ro, ke[de, kunaN[se, ogu[re（くれろ，くれて，ください，おくれ）
などを続けて用いるというが，表にはあえて裸の命令形を聞いて掲げた。かつて東京人が「命令
形は文法書で見るだけで，日常生活で使う場面が想像できない」と言っていたことを思い出すが，
私の雫石方言では，ha[jagu gakkosa= ige=.（早く学校に行け）などが特に違和感もなく用いられる。
　その命令形のアクセントは，無核動詞の場合，旧南部藩では風間浦の女性形も含め，すべて無
核で一貫するが，旧津軽藩では，弘前はその語末に核がくるし，五所川原では，男女形の違いも
含めて，すべて無核型が基本だが，2拍語と 3拍 1段動詞では語末に核のくる型との併用である
（音調は u[reと u[re]]）。津軽の例ではイントネーションの被さりも考慮すべきかもしれない。
4.2 有核動詞
　複雑な有核動詞に移る。地域や活用のタイプにかかわらず一貫して当てはまるのは禁止形と否
定形である。禁止形は，[deru（出る）に対して [derunaと（[deruna > [deNna >）[denaの違いは
あっても，終止形の核の位置をそのまま保つ。否定形は，[toru（取る）に対して tora[nEであれ，
（tora[ne > *toN[ne >）to[neであれ，すべて最後の -[nE/-[ne（標準語的な発音では -[nai）に核が
くる（例外は，盛岡と雫石の「入る」の [hEranE/[heraneと，雫石の「出る」の de[haraneの併用
例のみ）。
　これら以外の活用形は，種々の場合分けをしなければならない。まず命令形であるが，津軽（弘
前・五所川原）は，de[ro, de[re（出ろ），da[se, da[he（出せ），tade[ro, tade[re（建てろ），hara[e, 
hara[re（払え），hai[re, ha[re（入れ）など，語形を問わずすべて語末に核がくる（「来る」の [koiも，
否定形の -[naiと同様，音形の制約によるもので，これに準ずる）。
　次に，風間浦の命令形は，女性形はすべて最後が -[seになるが，男性形はすべて終止形と同じ
位置に核がくる。そのため，mi[se; [miro（見ろ），kaga[se; [kage（書け），tade[se; ta[dero（建てろ），
deha[se; de[hare（出張れ），ojonga[se; o[jonge（泳げ），he[se; [here（入れ）などとなる。
　そして，この終止形と同じ核の位置をもつ男性形のアクセントは，残るすべての地域（八戸・
3 此島正年（1965: 58）に（風間浦には特に触れていないものの）下北方言の -se形への言及があり，読マセ，
見セ，カセ（来る）の 3例が語末の下降調音調とともに出ている。
 上野善道／国立国語研究所論集 18: 35–75 (2020) 43
雫石・盛岡）に共通する。その結果，有核動詞命令形は旧藩を境に南部 //津軽ですべて異なる。
[miro//mi[ro, [ae//a[e, [jome//jo[me, ta[dero//tade[ro, ta[nome//tano[me, de[hare//deha[re（出ろ），[here//
ha[re（入れ）などである（その可能性のない「来い」①を除く）。
　ちなみに，1段動詞で出レ，建テレなどの -レ形が出ているのは五所川原だけで，他は -ロ形
である。その中にあって，私の方言の sja[˜beru（しゃべる）は sja˜bet[taなどから 5段動詞のはず
であるが，命令形は sja[˜beroしかなく，「シャベレ」はどこかの方言だと感じてしまう。活用形
の中に sja˜bera[neと <m>sja˜be[ne; sja[˜berunaと <o>sja[˜benaが併存しているためと思われる。
　残るは過去終止形・連体形とテ形であるが，まず，1段動詞 3拍語の「建てる，伸びる，出来る」
の場合は，全地域が終止形と同じ②型の ta[deda, ta[dedeで問題ない。東京方言のようなタテ]
ル～タ]テタ，タ]テテの類いの交替は起こらない。
　1段動詞でも 2拍の「出る，見る，来る」は方言差がはっきり出る。津軽から見ていくと，五
所川原は，タ形・テ形ともすべて②型になる（mi[˜da, mi[˜deの前鼻音は m-に由来）。ところが，
弘前では，そのうちの「出る」だけが [deda, [dedeの①型で出る。各母音の広狭の配列が「狭（i/
u）・広（a/e/o）」の配列構造の場合にのみ，mi[˜da, mi[˜deの②型で出るものと考えられる。一方，
旧南部藩の八戸と風間浦では，その環境でも [mide, [mideで，弘前とは異なる。ここまでで，青
森県側の 4地点は相互に区別される。ところが，「来る」は岩手側を含む全地点で ki[ta, ki[teで
ある。これは，表記は省略したものの，この「狭広」の構造において無声子音に挟まれたキの狭
母音が無声化するからである。その場合，核は次の拍に移る。少し古い東京方言も同様であった
（今では，無声化しても①型が主となっている）。
　1段動詞 2拍語の岩手側は，また違う様相を呈する。雫石では，タ形はともに de[da, mi[daの
②型であるが，テ形では，片や①型の [dedeのみで de[deは異様なほど不可であり，片や①型 [mide
とも②型 mi[deとも言えるのである。一方，盛岡は，片や [deda, de[daの併用でありながら，や
はり [dedeのみ，片や [mida, mi[daでテ形も [mide, mi[deの併用である。つまり，雫石と比べると，
テ形は同じで，タ形が併用である点が異なっている。盛岡方言は，雫石方言の枠を一歩東京方言
に近づけた形とも言える。なお，前述のように，両方言ともに ki[ta, ki[teである。
　2拍と 3拍の 5段動詞では音便の種類がアクセントに影響を与える。イ音便（書く，泳ぐ），
非音便（出す，隠す）においては地域差がなく，[kaida/de, o[joi˜da/˜de, [dasita/te, ka[gusita/teである。
「(-)○弱○」の配列構造では，すべて (-)[○弱○の前次末核となる。その後に [kEdaのような母
音融合が起こっても核の位置は変わらない。なお，「歩く」は津軽のみ a[saguであるが，やはり
イ音便で a[saida/deである。また，「泳ぐ」は風間浦のみ撥音便で出るが，アクセントは同じく
o[joNda/deである（次の段落の後半も参照）。
　他の音便形では，津軽（五所川原・弘前）では，促音便でも撥音便でも，拍数も問わず，その
最後に核がくる。at[ta, ut[ta, tot[ta, joN[da, sangat[ta, harat[ta, tanoN[da（会った，打った，取った，
読んだ等で，テ形も同様）である（弘前は併用で [uttaも）。ところが，南部になると，風間浦で
は 2拍動詞の促音便は同じく at[ta, ut[ta, tot[taであるものの，2拍動詞撥音便は [joNda, 3拍動詞
になると音便の種類を問わずすべて sa[ngatta, ha[ratta, a[rutta（歩いた），ta[noNda等で，終止形
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と核の位置は同じになる。そして八戸は，そもそも拍数も音便の種類も問わず，すべて核の位置
は東京と同じになる。[atta, [kaita, [joNda, ha[ratta, ta[noNda, ka[gusita等々である。
　2拍と 3拍の 5段動詞で，既出のイ音便・非音便以外で残るは岩手県側である。まず雫石は，
やはり拍数，促音便か撥音便かの条件に加え，タ形かテ形かで区別が出る。2拍動詞では，促音
便は at[ta, ut[taのみであるのに対して，撥音便の joN[daは [joNdaも許される。そしてテ形ではど
ちらも [atte, [utte, [joNdeのみである。3拍では，音便形にかかわらず，sangat[ta, sa[ngatta; arut[ta, 
a[rutta（歩いた）; tanoN[da, ta[noNdaの併用で，テ形は sa[ngatte, a[rutte, ta[noNdeのみとなる。
　盛岡の 2拍 5段動詞では，音便を問わず，タ形は言い切り形では [atta, at[ta; [totta, tot[ta; [joNda, 
joN[da等の併用であるが，連体形になると at[ta, tot[ta, joN[daのみが得られている。このような
場合，連体形でも [atta_do[gi, [joNda_do[gi等を提示してその使用を尋ねれば，それも可との答え
が返って来る可能性は高い。が，ここではそれよりも，連体形では一貫して at[ta, joN[daを答え
ている事実を重視したい。私の雫石方言でも at[taであり，joN[daが第 1であることを考えると，
そしてまた，盛岡では過去回想形の at[tatta, joN[dattaも記録してあってこれらの形も私と一致す
ることからも，盛岡もかつて一度は at[ta, joN[daとなっていて，[atta, [joNdaはその後に再登場し
た新しい形ではないかと考えられるからである。なお，盛岡でもテ形は [atte, [joNdeである。
　3拍の 5段動詞では，終止形・連体形を問わず，ha[ratta, harat[ta; a[rutta, arut[ta（歩いた）；
ta[noNda, tanoN[daの併用で，テ形は ha[ratte, a[rutte, ta[noNdeのみである。これは雫石と事実上
同じである。
　最後に，特殊なパターンを取る「入る」を扱う。青森側の語形は [heru, [haruなどであるが，
アクセントはタ形・テ形も含めて①型を基本とし，否定形は語末に核がくる。命令形は津軽（弘
前・五所川原）と風間浦の女性形でやはり語末に，風間浦の男性形と八戸は語頭に核がくる。
　岩手側の雫石は，[hetta, het[ta; [hetteで，否定形は hera[neと [heraneの併用であるが，後者は
否定形アクセントとして例外的であるのみならず，両者には意味の違いがある。hera[neは，物
が中に入らないという事実を単に述べるだけであるが，[heraneは，入れようといろいろやって
みたが入らない，という努力の経緯が含まれる。hu[rosa（風呂に）～でも，hera[neは事実の記
述であるが，[heraneは自分の意志・判断が関わる。過去形の hera[negattaと [heranegattaでも同
様である。
　盛岡は，タ形言い切りでは [hEttaと hEt[taの併用でありながら，連体形では [hEttaのみを回
答している。否定形も hEra[nEと [hEranEを記録してあり，おそらく雫石と類似した意味の区
別があるのではないかと思われるが，確認まではしていない。
4.3 参考追加語例
　表 2に追加した例の de[haru（出る）は，雫石では否定形 dehara[neの他に de[haraneもあるの
が特徴である。「出＋張る」の複合動詞由来が関与していると見る。五所川原でも，そのタ形と
テ形は de[hatta, de[hatteで，ha[rau（払う）の harat[ta, harat[teとは異なっていることが注意を引く。
　今一つ，私の方言の「寝る neru 0」の欄に注記をしただけで他地域での活用は聞いていないが，
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[neruは《眠る》意で，[netta, [nette, [neruna, [nerane, [nereで，すべて①型で通す。「寝入る」に由
来する形で，前部要素は無核型であるが，*ne[iru > [neruとなったものと見る（なお，五所川原
にも [neruがあるものの，簡単に調べた限りでは雫石とは意味が違うようである）。それに対して，
「会う」に注記した「行き会う」の形は，それが -auであれ -aruであれ，基本は前に igi-が付い
た形で，予想通りの振る舞いをする。意味は《行って会う》意で，待ち合わせにも使える。
　なお，この調査票は全国用に作った関係で関西方言などを意識して仮定形（～バ）は含めて
おらず，今回も調査をしていないが，私の方言では，アクセントを含めた終止形そのままにバ
が付く。「着る，見る，売る，書く，着せる，払う，入る」はそれぞれ kiru˜ba=, [miru˜ba, uru˜ba=, 
[kagu˜ba, kisjeru˜ba=, ha[rau˜ba, [heru˜baで，活用を失っている（祖母の代は kire˜ba=などで活用し
ていた）。
5. 分節音
　破音（破裂音・破擦音）音素は 2系列ではなく，/p, b, ˜b; t, d, ˜d; c, z, ˜z; k, g, ŋ/の各 3系列が必
要であることは，上野（1973）以来一貫して主張してきたが，本資料からも，たとえば /cu[keru/（付
ける），/cu[geru/（搗ける），/cu[ŋeru/（継げる）の 3項対立が事実上全集落で確認できる。後 2
者は可能動詞であるが，その元の形の [cugu（搗く），cuŋu=（継ぐ）の当該音が話し手の頭の中
でそれぞれ（/k/, /g/ではなく）/g/, /ŋ/と捉えられていたからこそ，その語幹形 /cug-/, /cuŋ-/に基
づいて作り出されたのが /cu[geru/（搗ける），/cu[ŋeru/（継げる）である。これは単なる研究者
の解釈ではなく，話者自身がそのように捉えていることの反映である点が何よりも重要である。
　その他，ne˜bokeru（寝ぼける）は全域で -k-であって bogeru（ぼける）の -g-とは区別され，
さらに，norokeru（のろける），hu˜zakeru（ふざける），to˜bokeru（とぼける），surakeru（白ける），
namakeru（怠ける），bojakeru（ぼやける。可能動詞は -g-）も -k-が多く出ると同時に，青森側
を中心に -g-も出てその分布パターンも注目される。urocugu（うろつく），huracugu（ふらつく），
buracugu（ぶらつく），mangocugu（まごつく）も事実上全域で -c-であり，izugu（居着く），
ozuzugu（落ち着く）の -z-とは区別される。gomakasu（ごまかす），damakasu（だまかす），
hijakasu（冷やかす），岩手側の jarakasu（やらかす）の -k-も同様で，kawagasu（乾かす），
curagasu（散らかす）の -g-と区別されている。cu˜zukamu（縮かむ），hinekuru（捻くる），
ho˜zukuru（ほじくる）も大部分が -k-で出ている。もとより，-ng-は安定して出る。いずれも 3
系列を設けないと解釈できない事実である。
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3( 人
は
na
ng
aer
u 
2)
4a
2
宥（
な
だ
）め
る（
子
供
を
）
0(-
˜d
-)(
OK
)
0(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
0(-
˜d
-)(
OK
)
3(-
˜d
-)
3
0(-
˜d
-)
4a
2
離
れ
る（
距
離
；
年
が
；
親
元
を
）
3(-
na
re-
)
3
3(-
na
e-)
3(-
na
re-
)
3(-
na
e-)
3
2(-
na
e-)
4a
2
開（
ひ
ら
）け
る（
街
が
）[
拓
]
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
). 可
能
動
詞
も
同
.
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3
3(-
g-
)
4a
2
広
め
る（
噂
；
知
識
を
）
0
0
0
0
0
0
0
4a
2
隔
て
る（
距
離
；
時
を
）
3(-
˜d
ad
-)
3(-
˜d
ad
-)
3(-
˜d
ad
-)
3(-
˜d
at-
)
3(-
˜d
ad
-)
3
x
4a
2
任
せ
る（
一
任
；
身
を
；
成
り
行
き
に
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
ga
he
-)
3(-
ga
he
-)
3
3(-
ga
he
-)
4a
2
紛（
ま
ぎ
）れ
る（
気
が
；
人
込
み
に
）
<m
>3
(-n
g-
)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
0(-
ng
-)(
OK
)
3(-
ng
ier
u)
3(-
ng
ire
-)
3(-
ng
ire
-)
4a
2
乱
れ
る（
字
；
生
活
が
）
3(-
˜d
are
-)
3(-
˜d
are
-)
3(-
˜d
are
-)
3(-
˜d
are
-)
3(-
˜d
aer
u)
3
2(-
˜d
aer
u)
4a
2
儲（
も
う
）け
る（
金
；
子
供
を
；
一
席
 [ 設
] ）
2(m
og
eru
)
2(m
og
eru
)
2(m
og
eru
; 金
以
外
は
<m
>m
o:g
eru
 3)
3(m
o:g
eru
)
2(m
og
eru
)[ <
m >
3]
2(m
og
eru
)
2(m
og
eru
)
4a
2
破
れ
る（
服
，紙
；
夢
が
；
横
綱
が
 
[ 敗
] ）
3(-
˜b-
. 物
は
hu
ccj
ag
eru
, 
bu
ccj
ag
eru
 3)
; 
<m
>3
[m
ag
eru
 0]
3(-
˜b-
); <
m >
3 
[m
ag
eru
 0]
3(-
˜b-
. 物
は
 
hu
ccj
ag
eru
, 
bu
ccj
ag
eru
 3)
; 
<m
>3
[m
ag
eru
 0]
3(-
˜b-
)
3(-
˜bu
eru
)
<m
>3
[m
ag
eru
 0]
2(-
˜bu
eru
)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4a
2
別
れ
る（
駅
で
；
夫
と
；
道
；
意
見
が
 [ 分
] ）
3(-
ga
e-)
3(-
ga
e-)
3(-
ga
e-)
3(-
ga
re-
)
3(-
ga
e-)
3
2(-
ga
e-)
4a
3
抱
え
る（
手
に
；
問
題
を
）
2(-
g-
)
<m
>2
(-g
-)
<m
>2
(-g
-)
0(-
g-
)(O
K)
3(-
g-
)
0
2(-
g-
)
4a
3
支
え
る（
棒
；
蔭
で
）
2
<m
>2
2(o
sje
ru
 2 
押
さ
え
る
)
0(O
K)
3
3,0
2
4a
3
捧
げ
る（
命
を
；
神
仏
に
）
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
0(-
ng
-)(
OK
)
3(-
ng
-)
0(-
ng
-)
3(-
ng
-)
4a
3
捕
ら
え
る（
犯
人
；
心
を
 [ 捉
] ）
2
<m
>2
(os
jE
ru
 2)
<m
>2
(os
jer
u 2
. 魚
は
tor
u 1
)[ 標
準
語
的
]
2
3
3
2
4a
z
暴
れ
る（
酔
っ
て
；
活
躍
）
0(-
˜ba
eru
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜ba
eru
)
0
0(-
˜ba
eru
)
4a
z
甘
え
る（
親
；
お
言
葉
に
）
0
0
0
0
0
0
0
4a
z
苛（
い
じ
）め
る
3(i
˜zu
-. 叱
る
, 厳
し
く
鍛
え
る
意
な
し
)
3(i
˜zu
-. 叱
る
, 厳
し
く
鍛
え
る
意
も
)
3(i
˜zu
-. 叱
る
, 厳
し
く
鍛
え
る
意
も
)
3(i
˜zu
-)
3(i
˜zu
-)
3
3(i
˜zu
-)
4a
z
炒
め
る（
野
菜
；
腰
を
 [ 痛
] ）
3(i
da
-)
3(i
da
-)
3(i
da
-)
3(i
da
-)[
3(i
ta-
)]
3(i
da
-)
3
3(i
da
-)
4a
z
薄
め
る（
水
で
）
0
0
0
0
0
0
0
4a
z
薄
れ
る（
記
憶
が
）
0(-
(r)
e-)
0(-
ure
-)
0(-
ure
-)
0(-
ure
-)
0(-
ue
ru
)
0(-
ure
-)
0(-
ue
ru
)
4a
z
埋（
う
）も
れ
る（
土
に
；
世
に
知
ら
れ
ず
）
0
0
0
0
0(-
oe
ru
)
0
0(-
oe
ru
)
4a
z
応
じ
る
 [ 応
ず
る
]
<m
>0
(-˜
zu
-)
<m
>0
(-˜
zu
-)
<m
>0
(-˜
zu
-).
発
音
は
同
じ
だ
が
「
応
じ
る
」の
意
識
0(-
˜zi
-)
<m
>0
(-˜
zi-
)
0(-
zi-
)
x(k
od
aer
u 2
)
4a
z
送
れ
る（
可
＝
可
能
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(o
gu
eru
)
0
0(o
gu
eru
, 
og
ur
un
i_i
: 0
+1
)
4a
z
煽（
お
だ
）て
る
0(-
˜d
ad
e-)
0(-
˜d
ad
e-)
0(-
˜d
ad
e-)
0(-
˜d
ate
-)
3(-
˜d
ate
-)
0
0(-
˜d
ad
e-)
4a
z
負
ぶ
え
る（
可
）
<m
>3
(o˜
bo
un
u_
i: 
2+
1)
3(o
˜bo
eru
)
3(o
˜bo
eru
)
3(o
˜bo
rer
u)(
OK
)
3(o
˜bu
eru
)
3
<m
>2
(o˜
bo
eru
, 
o˜b
or
un
i/
o˜b
ur
un
i_i
: 2
+1
)
4a
z
溺（
お
ぼ
）れ
る（
水
；
酒
に
）
0(o
˜bo
e-)
. 水
に
は
ap
pu
_k
u: 
1+
1.
0(o
˜bo
e-)
0(o
˜bo
e-)
0(o
˜bo
re-
)
0(o
˜bo
eru
)
0
0(o
˜bo
eru
)
4a
z
思
え
る（
そ
う
～
）
3
3
3
3(o
mo
rer
u)(
OK
)
3(o
mo
eru
)
3
2(o
mo
eru
)
4a
z
泳
げ
る（
可
）
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(o
jon
gu
ni_
i: 
2+
1)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4a
z
屈（
か
が
）め
る（
腰
を
；
可
）
0(-
ng
-.k
on
go
ma
ru
 
0);
 <m
>3
 
(ko
ng
om
aru
nu
_i:
 
0+
1)
0;3
.(-
ng
-)
0;3
.(-
ng
-)
0;3
.(-
ng
-)
0;3
.(-
ng
-)
0;3
.(-
ng
-)
0; <
m >
3.(
-n
g-
)
4a
z
か
ぶ
れ
る（
漆
に
）
0(-
˜bu
re-
)
0(-
˜bu
re-
)
0(-
˜bu
re-
)
0(-
˜bu
re-
)
0(-
˜bu
eru
)
0
0(-
˜bu
eru
)
4a
z
被（
か
ぶ
）れ
る（
可
）
3(-
˜bu
re-
, 
ka
˜bu
ru
nu
_i:
 2+
1)
3(-
˜bu
re-
)
3(-
˜bu
re-
)
3(-
˜bu
re-
)
3(-
˜bu
eru
)
3
<m
>2
(-˜
bu
eru
. 
ka
˜bu
ru
ni_
i: 2
+1
)
4a
z
感
じ
る
 [ 感
ず
る
]
0(-
zu
-)
0(-
zu
-)
0(-
zu
-).
意
識
は
「
感
じ
る
」
0(-
zi-
)
0(-
zi-
)
0(-
zi-
)
0(-
zi-
)
4a
z
着
替
え
る（
カ
/ ガ
）
2(-
ng
-)
2(-
ng
-)
2(-
ng
- の
み
. <普
> 
kin
ge
_s
u 0
+0
 着
替
え
す
る
)
2(-
ng
-)
3(-
ng
-)
2(-
ng
-)
2(-
ng
-)
4a
z
鍛（
き
た
）え
る（
足
腰
を
）
2(-
tae
-)
0(-
tae
)(O
K)
0,2
.(-
tae
)
0(-
tae
-)(
OK
)
2(-
da
e-)
(O
K)
3
0(-
tae
-)
4a
z
砕（
く
だ
）け
る（
岩
；
話
が
；
可
）
3(-
˜d
ag
e-)
3(-
˜d
ag
e-)
3(-
˜d
ag
e-)
3(-
˜d
ak
e-)
3(-
˜d
ag
e-)
3
3(-
˜d
ag
e-)
4a
z
括（
く
び
）れ
る（
腰
が
）
0(-
˜bi
re-
)
0(-
˜bi
re-
)
0(-
˜bi
re-
)
0(-
˜bi
re-
)
0(-
˜bi
eru
)
0
0(-
˜bi
eru
)
4a
z
銜（
く
わ
）え
る（
口
に
）[
加
]
2
2
2[
<m
>2
.ta
su
 0]
2
3
3
2
4a
z
食
わ
せ
る（
食
事
；
扶
養
；
一
杯
～
=だ
ま
す
）
3(k
asj
eru
 2)
3(k
asj
eru
 2)
3(k
asj
eru
 2)
3(k
asj
eru
,ka
he
ru
 
2)
3(k
ah
eru
 2)
3
2(k
ah
eru
)
4a
z
拵（
こ
さ
）え
る（
御
飯
を
）
0(k
os
jE
ru
)
0(k
os
jE
ru
)
0(k
os
jer
u)
0(k
os
eru
,ko
he
ru
)
0(k
oh
eru
)
0(k
os
eru
)
0(k
oh
eru
)
4a
z
拗（
こ
じ
）れ
る（
話
が
）
3(-
˜zu
re-
), 
ko
˜cu
ku
rer
u 4
3(-
˜zu
re-
), 
ko
˜cu
ku
rer
u 4
3(-
˜zu
re-
), 
ko
˜cu
ku
rer
u 4
3(-
˜zu
re-
)
3(-
˜zu
re-
)
3(k
o˜c
ike
ru
 3)
2(-
˜zi
e-)
4a
z
堪（
こ
た
）え
る
 [ 応
]
2(k
od
Er
u)
2(k
od
Er
u)
2( <
o >
ko
de
ru
). 否
定
形
( 良
い
意
) は
 
<普
>k
od
era
en
e 5
.
2(-
d-
)
2(k
od
eru
)
3
2(-
da
e-)
4a
z
栄
え
る（
家
，国
が
）
2(-
ga
e-)
2(-
ga
e-)
2(-
ga
e-)
2(-
ga
e-)
3(-
ga
e-)
3
0(-
ga
e-)
(O
K)
4a
z
寂（
さ
び
）れ
る（
街
が
）
3(-
˜bi
re-
)
3(-
˜bi
re-
)
3(-
˜bi
re-
)
3(-
˜bi
re-
)
3(-
˜bi
eru
)
0(O
K)
2(-
˜bi
eru
)
4a
z
仕
上
げ
る（
仕
事
を
）
3(s
ua
ng
eru
)
3(s
ua
ng
eru
)
3(s
ua
ng
eru
)
3(s
ian
ge
ru
)
3(s
ian
ge
ru
)
3(-
ng
-)
3(s
ian
ge
ru
)
4a
z
仕
掛
け
る（
技
；
罠
を
；
や
り
か
け
る
）
3(s
uk
ag
eru
)
3(s
uk
ag
eru
)
3(s
uk
ag
eru
)
3(s
ika
ge
ru
)
3(s
ika
ge
ru
)
3
3(s
ika
ge
ru
)
4a
z
し
か
め
る（
顔
を
）
0(s
uk
a-)
0(s
uk
a-)
0(s
uk
a-)
0(n
ika
me
ru
 (O
K)
 
0)
0(s
ika
-)
0
0(s
ika
-)
4a
z
沈
め
る（
舟
；
声
，騒
ぎ
を
 [ 静
，
鎮
] ）
[ 可
]
0(s
u˜z
u-
)[ <
m >
3]
0(s
u˜z
u-
)[3
]
0(s
u˜z
u-
)[3
]
0(s
i˜z
u-
)
0(s
i˜z
u-
)
0
0(s
i˜z
u-
)
52 上野善道／国立国語研究所論集 18: 35–75 (2020)
類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4a
z
仕
立
て
る（
着
物
を
；
職
人
；
犯
人
に
）
3(s
uta
de
ru
)
3(s
uta
de
ru
)
3(s
uta
de
ru
)
3(s
ita
ter
u)
3(s
ita
de
ru
)
3
3(s
ita
de
ru
)
4a
z
萎（
し
な
）び
る（
野
菜
が
）
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0
0(-
˜b-
)
4a
z
生
じ
る
 [ 生
ず
る
]
0(-
˜zu
-)
0(-
˜zu
-)
0(-
˜zu
-).
意
識
は
「
生
じ
る
」
-
0
0(-
zi-
)
<m
>0
4a
z
白（
し
ら
）け
る（
座
が
）
3(-
g-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
,-g
-)
3(-
k-
)
3(-
g-
)
3
3(-
g-
)
4a
z
知
ら
せ
る
0(s
uk
asj
eru
 0)
0(s
uk
asj
eru
 0)
0(s
uk
asj
eru
 0)
0(s
ira
he
ru
,si
ka
he
ru
 
0)
0(s
ika
he
ru
 0)
0(o
ser
u 0
, si
ka
ser
u 
0)
0(s
ika
he
ru
 0)
4a
z
信
じ
る
 [ 信
ず
る
]
0(s
uN
zu
ru
)
0(s
uN
zu
ru
)
0(s
uN
zu
ru
). 意
識
は「
- じ
る
」
3(s
iN
zir
u)
3(s
iN
zir
u)
3(-
zi-
)
3(s
iN
zir
u)
4a
z
煤（
す
す
）け
る
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
g-
)(O
K)
3
3(-
k-
)
4a
z
窄（
す
ぼ
）め
る（
傘
；
口
を
）
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0
0(-
˜b-
)
4a
z
狭（
せ
ば
）め
る（
道
；
範
囲
を
）
3(-
˜b-
)
3(-
˜b-
)
3(-
˜b-
)
3(s
e˜b
-)
3(s
e˜b
-)
3
3(h
e˜b
-)
4a
z
煎
じ
る（
薬
を
）
3(-
Nz
u)
3(-
Nz
u)
3(-
Nz
u)
0(-
Nz
i-)
(O
K)
3(-
Nz
i-)
3
3(-
Nz
i-)
4a
z
損（
そ
こ
）ね
る（
機
嫌
を
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3
0(-
g-
)(O
K)
4a
z
育
て
る（
子
供
；
弟
子
を
）
3(-
˜d
ad
e-)
3(-
˜d
ad
e-)
3(-
˜d
ad
e-.
子
供
は
on
ga
su
 2,
弟
子
に
も
言
え
る
か
？
)
3(-
˜d
ate
-,o
ng
asu
 
2)
3(-
˜d
ad
e-)
3
3(-
˜d
ad
e-,
tad
eru
 
2)
4a
z
備
え
る（
台
風
；
冬
に
）
2
2
2( <
o >
son
eru
).
Cf
.o
son
e 2
( お
供
え
餅
)
2
3
3
<m
>2
4a
z
揃
え
る（
箸
，靴
；
声
を
）
2( <
m >
so
rer
u)
2
2(s
ore
ru
)
2
2
3
2(-
roe
-)
4a
z
損
じ
る（
ダ
メ
に
す
る
）
3(s
o˜z
ur
u 2
)
3(s
o˜z
ur
u 2
)
3(s
o˜z
ur
u 2
)
0(s
oN
zir
u)(
OK
)
3(s
oN
zir
u)
3
x(m
an
eg
u_
su
 
1+
0)
4a
z
損
す
る
 [ 損
す
]
1+
0[
<普
>1
]
<m
>1
+0
[ <
普
>1
]
<m
>1
+0
[ <
普
>1
]
1+
0
1+
0[
x]
<m
>1
[1
]
1[
1]
4a
z
高
め
る（
レ
ベ
ル
を
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3
3(-
g-
)
4a
z
た
ま
げ
る（
驚
く
）
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-, 
taN
ma
ng
eru
 4.
 
驚
嘆
の
意
)
3(-
ng
-, 
tam
asi
po
rog
i_s
u 
5+
0 と
も
)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-. 驚
嘆
も
)
3(-
ng
-)
4a
z
ち
ぎ
れ
る（
細
か
く
；
可
）
<m
>3
(cu
ng
ire
-.
cu
ng
iru
自
体
<x
>
3(c
un
gir
e-)
<m
>3
(cu
ng
ire
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
0(-
ng
-)
4a
z
縮
め
る（
寸
法
；
命
を
）
0(c
u˜z
u-
)
0(c
u˜z
u-
)
0(c
u˜z
u-
)
0(c
i˜z
i-)
0(c
i˜z
i-)
0
0(c
i˜z
i-)
4a
z
縮
れ
る（
髪
の
毛
が
）
0(c
u˜z
ure
-)
0(c
u˜z
ure
-)
0(c
u˜z
ure
-)
0(c
i˜z
ire
-)
0(c
i˜z
ire
-)
0
0(c
i˜z
ie-
)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4a
z
通
じ
る
 [ 通
ず
る
]
0(c
u:˜
zu
-)
0(c
u:˜
zu
-)
0(c
u:˜
zu
-)
0(c
u:˜
zi-
)
0(c
u:˜
zi-
)
0(-
zi-
)
0(c
u:˜
zi-
)
4a
z
使
え
る（
手
；
英
語
が
；
役
に
立
つ
）
3(c
uk
ae-
)
3(c
uk
ae-
)
3(c
uk
ae-
)
2(c
uk
ae-
)(O
K)
3(c
uk
ae-
)
3(c
uk
ae-
)
<m
>2
?(c
uk
aru
ni_
i: 0
+1
)
4a
z
支（
つ
か
）え
る（
頭
が
；
喉
に
 
[ 痞
] ）
2(c
uk
ae-
)
2(c
uk
ae-
)
2(c
uk
ae-
, 
<o
>c
uk
eru
 2)
2(c
uk
ae-
)
2(c
uk
ae-
)
2(c
uk
eru
)
2(c
uk
ae-
),c
uk
eru
 
2
4a
z
憑（
つ
）か
れ
る（
狐
に
）
3(c
ug
a(r
)er
u)
3(c
ug
are
ru
)
<m
>3
(cu
ga
rer
u. 
<x
>-
k-
)
3(c
ug
are
ru
)
3(c
ug
are
ru
)
3
2(c
ug
ae-
)
4a
z
続
け
る（
話
を
；
可
）
0; <
m >
3.(
-˜z
ug
e-)
0;3
.(-
˜zu
ge
-)
0;3
.(-
˜zu
ge
-)
0(-
˜zu
ge
-)
0(-
˜zu
ge
-)
0
0(-
˜zu
ge
-)
4a
z
潰
れ
る（
卵
；
目
；
チ
ャ
ン
ス
；
店
；
時
間
が
）
0(-
˜bu
re-
)
0(-
˜bu
e-)
0(-
˜bu
e-)
0(-
˜bu
re-
)
0(-
˜bu
e-)
0
0(-
˜bu
e-)
4a
z
強
め
る（
火
；
警
戒
を
）
3
3
3
3
3
3
3
4a
z
手
掛
け
る（
仕
事
を
）
3(t
en
ga
ge
ru
)
3(t
en
ga
ge
ru
)
3(t
en
ga
ge
ru
)
3(t
en
ga
ge
ru
)
3(t
en
ga
ge
ru
)
3(-
ng
-)
3(t
en
ga
ge
ru
)
4a
z
出
か
け
る（
買
い
物
に
）
3(d
eg
ag
eru
)
2(d
eg
ag
eru
)
2,3
.(d
eg
ag
eru
). 出
始
め
る
意
な
ら
de
ka
ge
ru
 3.
3(d
eg
ag
eru
)
3(d
eg
ag
eru
)
0(O
K)
3(d
eg
ag
eru
)
4a
z
出
過
ぎ
る（
前
；
外
に
；
で
し
ゃ
ば
る
）
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
4a
z
届
け
る（
荷
物
；
拾
い
物
；
書
類
を
）
3(-
˜d
og
e-)
3(-
˜d
og
e-)
3(-
˜d
og
e-)
3(-
˜d
og
e-)
3(-
˜d
og
e-)
3
3(-
˜d
og
e-)
4a
z
恍（
と
ぼ
）け
る（
知
ら
ん
振
り
；
間
抜
け
）
0(t
o˜b
ok
eru
)(O
K)
0(t
o˜b
ok
eru
)
0(t
o˜b
ok
eru
)
0(t
o˜b
ok
eru
)
3(t
o˜b
og
eru
, 
-k
eru
)
3(-
g-
)
0(t
o˜b
og
eru
)
4a
z
眺
め
る（
星
，景
色
；
顔
を
じ
っ
と
）
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
4a
z
怠（
な
ま
）け
る（
仕
事
を
）
3(-
k-
)(O
K)
3(-
k-
)
3(-
k-
, <o
>-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
4a
z
煮
立
て
る（
ぐ
ら
ぐ
ら
と
）
3(n
ud
ad
e-)
3(n
ud
ad
e-)
3(n
ud
ad
e-)
3(n
ita
te-
)
3(n
ida
de
ru
)
3
3(n
ida
de
ru
)
4a
z
寝
か
せ
る（
子
供
を
；
横
に
；
資
金
を
）
0(-
ga
sje
-)
0(-
ga
se-
)
0(-
ga
se-
)
0(-
ga
he
-)
0(-
ga
he
-)
0
0(-
ga
he
-)
4a
z
捻（
ね
じ
）れ
る（
紐
；
根
性
；
関
係
が
）
3(-
˜zu
re-
)
3(-
˜zu
re-
)
3(-
˜zu
re-
)
3(-
˜zi
re-
)
3(-
˜zi
re-
)
3
2(-
˜zi
e-)
4a
z
寝
惚（
ぼ
）け
る（
頭
が
；
～
た
こ
と
を
）
0(n
e˜b
ok
eru
)
(O
K)
0(n
e˜b
ok
eru
)
0(n
e˜b
ok
eru
. 色
や
ピ
ン
ト
は
bo
ge
ru
 
2)
3(n
e˜b
ok
eru
)
(O
K)
3(n
e˜b
ok
eru
)
(O
K)
0
0(n
e˜b
ok
eru
)
4a
z
眠
れ
る（
可
；
～
獅
子
）
<m
>3
(n
ere
ru
 2)
;3
<m
>3
(n
ere
ru
 2)
;3
<m
>3
(n
ere
ru
 2)
;3
0
3
3
x
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4a
z
の
ろ
け
る（
の
ろ
け
話
）
0(-
k-
)
0(-
k-
)
0(-
k-
)
3(-
k-
)(O
K)
3(-
g-
)(O
K)
0
0(-
k-
)
4a
z
弾（
は
じ
）け
る（
栗
が
；
可
）
3(h
a˜z
ug
eru
)
3(h
a˜c
uk
eru
,  
ha
˜zu
ge
ru
; 
ha
˜zu
ge
ru
)
3(h
a˜c
uk
eru
, 
ha
˜zu
ge
ru
. バ
ブ
ル
も
; h
a˜z
ug
eru
の
み
)
3(-
˜zi
ke
-)
3(-
˜zi
ge
-)
3(h
a˜c
ike
ru
; 
ha
˜zi
ge
ru
)
3(h
a˜c
ike
ru
; 
<m
>h
a˜z
ige
ru
, 
ha
˜zi
gu
ni_
i: 2
+1
)
4a
z
拉（
ひ
し
）げ
る（
形
が
）[
ひ
し
ゃ
げ
る
]
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
3(h
isj
an
ge
ru
 2)
0(-
ng
-)
3(h
isj
an
ge
ru
)
0(h
isj
an
ge
ru
)
<m
>3
(-n
g-
)
4a
z
ふ
ざ
け
る（
冗
談
で
；
～
た
真
似
を
）
0(-
˜za
ke
ru
)(O
K)
0(-
˜za
ke
ru
)
0(-
˜za
ke
ru
)
0(-
˜za
ke
ru
)
3(-
˜za
ge
ru
)(O
K)
3
3(-
˜zj
ag
eru
)
4a
z
ぶ
つ
け
る（
頭
；
石
を
；
対
戦
）
3(-
cu
ke
ru
)
3(-
cu
ke
ru
)
3(-
cu
ke
ru
)
3(-
cu
ke
ru
)
3(-
cu
ke
ru
)
3
3(-
cu
ke
ru
)
4a
z
ふ
や
け
る（
指
が
）
3(-
ge
-)
3(-
ke
-)
3(-
ke
-)
3(-
ke
-)
3(-
ge
-)
3
3(-
ge
-)
4a
z
震
え
る（
体
；
窓
ガ
ラ
ス
が
）
0
0
0
0
0
0
0
4a
z
焙（
ほ
う
）じ
る（
お
茶
を
）
0(-
˜zu
-)
0(-
˜zu
-)
<m
>3
,0.
(-˜
zu
-)
0(-
˜zi
-)
-
<m
>3
0(-
˜zi
-)
4a
z
解（
ほ
ど
）け
る（
紐
が
；
可
）
3(-
˜d
og
e-)
3(-
˜d
og
e-)
3(-
˜d
og
e-)
3(-
˜d
ok
e-)
3(-
˜d
og
e-)
3
3(-
˜d
og
e-)
4a
z
ぼ
や
け
る（
像
が
；「
ぼ
や
く
」の
可
）
0(b
oja
ke
ru
); 
<m
>3
(-g
-)
0(b
oja
ke
ru
, 
bo
jag
eru
); 3
(-g
-)
0(b
oja
ke
ru
, 
bo
jag
eru
);  
3(-
g-
の
み
)
3(-
k-
);x
3(-
g-
)
3
3(-
g-
)
4a
z
捲（
ま
く
）れ
る（
裾
が
）
0(-
gu
re-
)
0(-
gu
re-
)
0(-
gu
re-
)
0(-
gu
re-
)
0(-
gu
re-
)
0
0(-
gu
e-)
4a
z
丸
め
る（
紙
；
頭
を
；
丸
め
込
む
）
0
0
0
0
0
0
0
4a
z
見
飽
き
る
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
), <
o >
2 ?
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3
3(-
g-
)
4a
z
見
上
げ
る（
空
を
）
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
4a
z
見
付
け
る（
探
し
物
を
）[
め
っ
け
る
]
3(-
cu
k-
)[ <
普
>3
]
3(-
cu
k-
)[ <
普
>3
]
3(-
cu
k-
)[<
普
> 3
]
3(-
cu
k-
)[ <
普
>3
]
3(-
cu
k-
)[ <
普
>3
]
3[
x]
3(m
e˜c
uk
eru
)
(O
K)
[ <
o >
3]
4a
z
認
め
る（
そ
う
と
～
；
非
を
）
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
0(-
d-
)(O
K)
3(-
d-
)(O
K)
0(O
K)
0(-
d-
)
4a
z
む
く
れ
る（
不
機
嫌
；
皮
が
む
け
る
 [ 剥
] ）
0(-
gu
e-)
, 
mu
˜cu
ku
rer
u 4
0(-
gu
re-
)
0(-
gu
re-
;m
eg
ure
ru
 0)
0(-
gu
re-
)
0(-
gu
re-
)
0
0(-
gu
e-)
4a
z
命
じ
る
 [ 命
ず
る
]
0(-
˜zu
-)
0(-
˜zu
-)
0(-
˜zu
-).
意
識
は
「
命
じ
る
」
0(-
˜zi
-)
0(-
˜zu
-)
0(-
zi-
)
x(i
˜cu
ke
ru
 3)
4a
z
目
覚
め
る（
朝
；
性
に
）
3(-
˜za
-)
3(-
˜za
-)
3(-
˜za
-)
3(-
˜za
-)
3(-
˜za
-)
3
3(-
˜zj
a-)
4a
z
も
ら
え
る（
褒
美
を
）
3
3
3
3
3
3
x(m
ora
ru
ni_
i: 
0+
1)
4a
z
休
め
る（
体
を
；
可
）
3
3
3
3
3
3
3;j
asu
mu
ni_
i: 2
+1
4a
z
窶（
や
つ
）れ
る（
顔
が
）
3(-
zu
(r)
e-)
0(-
zu
re-
)(O
K)
3(-
zu
re-
)
3(-
cu
re-
)
3(-
zu
re-
)
3
3(-
z-)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4a
z
や
ら
せ
る（
さ
せ
る
）
0(-
sje
)
0(-
sje
)
0(-
sje
)
0(-
he
-)
0(-
he
-)
0
0(-
he
-)
4a
z
や
ら
れ
る（
さ
れ
る
）
2(-
rae
-)(
OK
)
2(-
rae
-)
1,2
.(-
rae
-. 過
去
形
も
1,2
)
0(O
K)
2(-
rae
-)(
OK
)
0(O
K)
0(-
rae
-)
4a
z
緩（
ゆ
る
）め
る（
帯
；
気
；
取
り
締
ま
り
を
）
3
3
3
3
3
3
3
4a
z
結
わ
え
る（
紐
で
）
2
2
2(-
wa
eru
, 
<o
>-
we
ru
)
2(j
uk
ipa
ru
 3)
2(-
wa
iru
)
2
2(-
wa
eru
)
4a
z
汚（
よ
ご
）れ
る（
手
；
空
気
が
）
0(-
ng
ore
-)
0(-
ng
ore
-)
0(-
ng
oe
-).
洗
濯
物
が
ち
ゃ
ん
と
乾
い
て
い
な
い
状
態
を
jon
go
ed
era
 （
汚
れ
て
い
る
）4
と
表
現
.
0(-
ng
ore
-)
0(-
ng
oe
ru
)
0(-
ng
-)
0(-
ng
oe
ru
)
4a
z
湧
き
出
る（
水
；
虫
；
考
え
が
 
[ 涌
] ）
3(-
gi˜
de
-)
3(-
gid
e-)
3(-
gi˜
de
-,-
gid
e-)
3(-
gid
e-)
3(-
gi˜
de
-)
3
3(-
gid
e-)
(O
K)
4b
z
味
わ
う（
食
べ
物
；
雰
囲
気
を
）
3(-
˜zu
-)
3(-
˜zu
-)
3(-
˜zu
-)
3(-
ziw
aru
)
3(-
˜zi
wa
ru
)
3
x(a
˜ci
ko
_m
iru
 
0+
1)
4b
z
預
か
る（
金
；
子
供
；
命
を
；
お
褒
め
に
 [ 与
] ）
3(-
˜zu
ga
-)
3(-
˜zu
ga
-)
3(-
˜zu
ga
-)
3(-
˜zu
ka
-)
3(-
˜zu
ga
-)
3
3(-
˜zu
ga
-)
4b
z
汗
ば
む（
～
季
節
）
3(a
sje
˜ba
-)
3(a
se˜
ba
-)
3(a
se˜
ba
-)
3(a
he
ba
-)
3(a
se˜
ba
-)
3
x(a
se_
ka
gu
 2+
1)
4b
z
扱
う（
丁
寧
に
；
客
を
）
0(a
zu
ga
u)
0(-
cu
ka
-)
0(-
cu
ka
-,-
zu
ga
-. 
後
者
は
<o
>養
う
意
)
0(-
cu
ka
-)
0(-
cu
ka
ru
. 
az
ug
aru
 0 は
養
う
意
)
3(-
ru
. 子
供
や
老
人
を
養
う
意
)
x
4b
z
集
ま
る（
人
；
金
が
）
0(-
z-)
0(-
z-)
0(-
z-.
<o
>-
˜ba
ru
)
3(-
z-)
3(-
z-)
3
3(-
˜zu
ba
-)(
OK
)
4b
z
宛（
あ
）て
が
う（
布
；
人
を
）
0(-
de
ng
au
)
0(-
de
ng
au
)
0(-
de
ng
au
)
0(-
de
ng
aru
)
0(-
de
ng
aru
)
0(-
ng
aru
)
0(-
de
ng
aru
)
4b
z
肖（
あ
や
か
）る
（
偉
い
人
に
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
k-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
4b
z
謝
る（
素
直
に
；
道
；
答
え
を
 
[ 誤
] ）
3[
<m
>3
]
3
3[
<m
>3
.
ma
zu
ng
au
 3]
3[
<n
>3
]
3[
<m
>3
]
3[
<m
>3
]
3[
<m
>3
]
4b
z
争
う（
先
，優
勝
を
）
3(-
so
u)
3(-
so
u)
3(-
so
u)
3(-
so
u)
3(-
so
ru
)
3(-
so
u)
<m
>3
4b
z
表
わ
す（
言
葉
に
；
正
体
を
 [ 現
] ）
3
3
3
0(O
K)
3
3
3
4b
z
合
わ
さ
る（
ぴ
っ
た
り
～
）
3
3
3( サ
ル
形
は
方
言
の
よ
う
な
気
が
し
て
し
ま
う
)
3
3
3
3
4b
z
泡
立
つ（
石
鹸
；
水
が
）
3(-
˜d
az
u)
3(-
˜d
az
u)
3(-
˜d
az
u)
3(-
da
cu
)
3(-
˜d
az
u)
3
x(a
wa
_ta
zu
 2+
1)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4b
z
言
い
張
る（
そ
う
だ
と
～
）
3
3
3
3
<m
>3
(zj
op
pa
ru
 3)
3
<m
>3
(zj
op
pa
ru
 0)
4b
z
行
き
会
う（
友
達
と
）
3(i
gia
u)
3(i
gia
u. 行
っ
て
会
う
意
)
3(i
gia
u. <
o >
行
っ
て
会
う
意
)
3(i
gia
ru
)
3(i
gia
ru
)
3(-
ru
. 待
ち
合
わ
せ
も
)
3(i
gia
ru
)
4b
z
意
気
込
む
3(-
gin
go
-)
3(-
gin
go
-)
3(-
gin
go
-)
3(i
gik
o-
)
3(-
gin
go
-)
3
<m
>3
(-g
ing
o-
)
4b
z
弄（
い
じ
）く
る（
髪
；
文
章
を
）
3(e
˜zu
ku
-, 
e˜c
uk
u-
). 
cjo
su
ma
su
_s
u 
1+
0, 
cjo
su
ku
son
i_
su
 4+
0
3(-
˜zu
ku
-)
3(i
˜zu
ku
-, 
i˜c
uk
u-
)
3(i
˜zi
ku
-)
3(i
˜zi
ku
-)
3
3(-
˜ci
ku
-)
4b
z
頂
く（
あ
り
が
た
く
～
 [ 戴
] ）
0(i
da
˜d
ag
u)
<m
>0
(id
a˜d
ag
u),
 
<普
>m
ora
u 0
<m
>0
(id
a˜d
ag
u),
 
<普
>m
ora
u 0
0(i
tad
ak
u)
0(i
da
da
gu
)(O
K)
<m
>0
, 
<普
>m
ora
ru
 0
<m
>0
, 
<普
>m
ora
ru
 0
4b
z
労（
い
た
）わ
る（
体
を
）
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(i
ta-
,id
a-)
3(-
d-
)
3
<m
>3
(-d
-)
4b
z
居
直
る（
態
度
）
3
3
3
3
3
3
<m
>3
4b
z
嫌
が
る（
虫
；
仕
事
を
）
3(j
aN
tan
ga
ru
 4)
3(j
aN
tan
ga
ru
 4)
3(j
aN
tan
ga
ru
 
4).
jaN
ta 
1 は
嫌
だ
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3
x(s
igi
ng
an
e 4
 < 
好
き
が
ら
な
い
)
4b
z
苛（
い
ら
）立
つ（
気
持
が
）
3(-
˜d
az
u)
3(-
˜d
az
u)
3(-
˜d
az
u)
3(-
da
cu
)
3(-
˜d
az
u)
3
<m
>3
(h
ara
_ta
zu
 
2+
1)
4b
z
入
り
組
む（
話
，事
情
；
海
岸
線
が
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
k-
)
3(,
0 も
?).
(-k
-)
3(-
g-
)
3
x
4b
z
色
付
く（
葉
；
実
が
）
3(-
˜zu
gu
)
3(-
˜zu
gu
)
3(-
˜zu
gu
)
3(-
zu
ku
)
3(-
˜zu
gu
)
3
x(i
ro_
cu
gu
 2+
1)
4b
z
窺
う（
様
子
，顔
色
；
話
；
御
機
嫌
を
 [ 伺
] ）
0(-
ga
ng
a-)
3(-
ga
ng
a-)
(O
K)
<m
>0
(-g
an
ga
-)
0(-
ka
ng
a-)
0(-
ga
ng
aru
)
0[
<m
>0
].(
-n
ga
u)
x(m
iru
 1)
4b
z
受
け
取
る（
金
を
；
悪
く
～
）
3(-
ge
do
-)
3(-
ge
do
-)
3(-
ge
to-
,-g
ed
o-
), 
<o
>2
?名
詞
形
は
-d
or
u 0
の
み
.
3(-
ge
to-
)
3(-
ge
do
-)
3
<m
>3
(to
ru
 1)
4b
z
動
か
す（
体
；
機
械
；
心
を
）[
イ
ゴ
カ
ス
]
3[
<o
>3
].
(-n
go
ga
-)
3[
<o
>3
].
(-n
go
ga
-)
3[
<o
>3
].
(-n
go
ga
-)
3[
3]
.(-
ng
og
a-)
3[
3]
.(-
ng
og
a-)
3[
3]
.(-
ng
-)
3(-
ng
og
a-)
[x]
4b
z
埋（
う
ず
）ま
る（
雪
に
；
人
で
）
0(-
˜zu
-)
0(-
˜zu
-)
0(-
˜zu
-. 人
で
は
<m
>)
0(-
˜zu
-. 
<普
>u
ma
ru
 0)
0(-
˜zu
-)
0
0(-
˜zu
-)
4b
z
疑
が
う（
あ
や
し
い
と
；
病
気
を
）
0(-
da
ng
au
)
0(-
da
ng
au
)
0(-
da
ng
au
)
0(-
da
ng
au
)
0(-
da
ng
aru
)
0(-
ng
aru
)
0(-
da
ng
aru
)
4b
z
疑
ぐ
る（
～
っ
て
か
か
る
）
0(-
da
ng
u-
)
0(-
da
ng
u-
)
0(-
da
ng
u-
)
0(-
da
ng
u-
)
0(-
da
ng
u-
)
0(-
ng
-)
0(-
da
ng
u-
)
4b
z
打
ち
込
む（
釘
；
球
；
デ
ー
タ
を
；
練
習
に
）
3(-
zu
go
-)
3(-
zu
go
-)
3(-
cu
ko
-)
3(-
cu
ko
-)
3(-
cu
ko
-)
3
3(-
cu
ko
-)
4b
z
頷（
う
な
ず
）く
（
黙
っ
て
～
）
0(-
˜zu
gu
)
0(-
˜zu
gu
)
0(-
˜zu
gu
)
0(-
zu
gu
)
0(-
zu
gu
)
0
0(-
zu
gu
)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4b
z
生
み
出
す（
新
製
品
；
利
益
を
）
[ 産
出
]
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3(-
d-
)
3(-
˜d
-)
3
x
4b
z
裏
切
る（
味
方
；
予
想
を
）
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3
3(-
ng
-)
4b
z
占
う（
易
で
；
将
来
を
）
3
3
3
3(-
ru
)
3(-
ru
)
3(-
u)
<m
>3
(m
i˜d
e_
mo
rau
 2+
0)
4b
z
羨（
う
ら
や
）む
（
皆
が
；
成
功
を
）
3
3
3
3
3
3
<m
>3
4b
z
売
り
出
す（
新
製
品
；
自
分
を
）
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3(-
d-
)
3(-
˜d
-)
3
3(-
˜d
-)
4b
z
う
ろ
つ
く（
あ
た
り
を
）
0(-
zu
gu
,-c
ug
u)
0(-
zu
gu
)
0(-
cu
gu
)
0(-
cu
gu
)
0(-
cu
gu
)
0
0(-
cu
gu
)
4b
z
追
い
越
す（
車
を
；
後
か
ら
来
て
）
3(-
g-
,ka
tto
su
 3 
<
「
駆
け
通
す
」か
ら
と
). 追
い
付
く
は
 
ka
ccu
gu
 3
3(-
g-
)
3(-
k-
,-g
-,k
att
os
u 
3).
 追
い
付
く
は
 
ka
ccu
gu
 3
3(-
k-
,to
kk
os
u 3
)
3(-
k-
)
3
<m
>3
(oc
cu
gu
 3)
4b
z
補
う（
足
り
な
い
分
；
欠
点
を
）
3(-
ng
ina
u)
3(-
ng
ina
u)
3(-
ng
ina
u)
0(-
ng
ina
u)(
OK
)
3(-
ng
ina
ru
)
3(-
ng
ina
ru
)
x(a
de
ng
aru
 0,
tas
u 
0)
4b
z
奥
ま
る（
通
り
か
ら
引
っ
込
む
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3
3(-
g-
)
4b
z
収
ま
る（
う
ま
く
～
；
注
文
品
が
 
[ 納
] ；
争
い
が
 [ 治
]
3
3
3
3
3
3
3
4b
z
押
し
込
む（
無
理
や
り
中
に
）
3(-
su
ko
-)
3(-
su
ko
-)
3(-
su
ko
-)
3(-
sik
o-
)
3(-
sik
o-
)
3
3(-
sik
o-
)
4b
z
教
わ
る（
先
生
か
ら
）
0
0
<m
>0
(n
ara
u 2
)
0
0
0
<m
>0
(ki
gu
 0)
4b
z
落
ち
着
く（
気
持
が
；
結
婚
し
て
）
0(-
zu
zu
gu
)
0(-
zu
zu
gu
)
0(-
zu
zu
gu
)
3(-
ziz
ug
u)
3(-
ziz
ug
u)
0(O
K)
3(-
ziz
ug
u)
4b
z
脅（
お
ど
か
）す
（
わ
っ
と
；
脅
迫
）
0(-
˜d
og
a-)
0(-
˜d
ok
a-)
(O
K)
0(-
˜d
ok
a-,
 
<o
? >
-˜d
og
a-)
0(-
do
ka
-.o
˜d
os
u 
0)
0(-
˜d
og
a-)
, 
o˜d
oro
ga
su
 4
0
0(-
˜d
og
a-)
4b
z
驚
く（
び
っ
く
り
す
る
；
目
を
覚
す
）
3(o
˜d
oro
gu
, 
do
de
Ns
u 2
; 
過
去
形
o˜d
oro
tta
 
3)
3(o
˜d
oro
gu
)
3(o
˜d
oro
gu
, 
do
Nd
esu
 3)
; <o
>3
 
( 過
去
形
 o˜
do
rot
ta 
5,3
)
do
Nd
eN
_s
ur
u 
3+
0; 
od
oro
gu
,od
oro
tta
 
3
3(o
˜d
oro
gu
). 後
者
の
過
去
形
は
o˜d
oro
tta
 3.
3;x
(od
og
aru
 3)
3(o
˜d
oro
gu
); 
x(o
˜d
og
aru
 3)
4b
z
負
ぶ
さ
る（
背
中
に
；
人
に
す
っ
か
り
）
3(-
˜b-
)
3(-
˜b-
)
3(-
˜bo
-,-
˜bu
-)
3(-
˜b-
)
3(-
˜b-
)
3
3(-
˜bo
-)
4b
z
書
き
取
る（
メ
モ
；
英
語
を
）
3(-
gid
o-
)
3(-
kit
o-
)
3(-
kit
o-
,-g
ito
-)
3(-
kit
o-
)
3(-
kit
o-
)
3
3(-
kit
o-
)
4b
z
匿（
か
く
ま
）う
（
犯
人
を
）
3(-
gu
ma
u)
0(-
gu
ma
u)(
OK
)
3(-
gu
ma
u)
3(-
gu
ma
ru
)
3(-
gu
ma
ru
)
3(-
ru
)
<m
>3
(ka
gu
su
 2)
4b
z
重
な
る（
上
に
；
日
に
ち
；
不
幸
が
）
0
0
0
0
0
0
0
4b
z
嵩（
か
さ
）張
る（
荷
物
が
）
3(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)(O
K)
3(-
˜b-
,ga
sa˜
ba
ru
 3
も
)
0(-
˜b-
)(O
K)
0(-
˜b-
)
3
3(-
˜b-
)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4b
z
片
付
く（
仕
事
が
；
結
婚
）
3(-
da
˜zu
gu
)
3(-
da
˜zu
gu
)
3(-
da
˜zu
gu
)
3(-
da
zu
gu
)
3(-
da
zu
gu
)
3
3(-
da
zu
gu
)
4b
z
が
た
つ
く（
が
た
が
た
；
不
安
定
）
0(g
ad
az
ug
u)
0(g
ad
acu
gu
)
0(g
ad
acu
gu
, 
<o
>-
zu
-)
0(g
ata
cu
gu
)
0(g
ad
az
ug
u)
0
0(g
ad
acu
gu
)
4b
z
固
ま
る（
粘
土
；
方
針
が
）
0(-
d-
)
0(-
d-
)
0(-
d-
)
0(-
d-
)
0(-
d-
)
0
0(-
d-
)
4b
z
傾
く（
家
；
運
；
日
；
気
持
が
）
3(-
da
mu
gu
)
3(-
da
mu
gu
)
3(-
da
mu
gu
)
3(-
da
mu
gu
)
3(-
da
mu
gu
)
3
<m
>3
(ka
sin
ga
ru
 
3)
4b
z
片
寄
る（
一
方
に
；
栄
養
が
）
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3
3(-
d-
)
4b
z
被（
か
ぶ
）さ
る（
上
に
；
責
任
が
）
3(-
˜bu
-,-
˜p
u-
)
3(-
˜bu
-,-
˜p
u-
)
3(-
˜bu
-,-
˜p
u-
)
3(-
˜bu
-)
3(-
˜bu
-)
3(-
˜p
us
a-)
3(-
˜p
us
a-,
-˜b
us
a-)
4b
z
噛
み
合
う（
話
；
犬
が
）
3
3
3; <
m >
3
3(-
au
)
<m
>3
(-a
ru
)
<m
>3
(-a
u)
<m
>3
( 否
定
形
で
);x
4b
z
絡
ま
る（
紐
が
）
3
3
3(k
um
ara
ke
ru
 4)
3(k
um
aru
 2)
3
3
3
4b
z
乾
か
す（
洗
濯
物
を
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3
3(-
g-
)
4b
z
感
付
く（
薄
々
～
）
3(-
zu
gu
)
3(-
zu
gu
)
3(-
zu
gu
)
3(-
zu
gu
)
3(-
zu
gu
)
3
3(-
zu
gu
)
4b
z
頑
張
る（
一
生
懸
命
～
；
入
り
口
で
）
0
0
0
0
3(O
K)
3(O
K)
0(O
K)
4b
z
着
飾
る（
き
れ
い
に
～
）[
モ
ヨ
ウ
]
3(-
ka
˜za
-)[
mo
jou
 
2]
3(-
ka
˜za
-)[
mo
jou
 
2]
3(-
ka
˜za
-)[
mo
jou
 
2( 人
前
に
出
ら
れ
る
格
好
を
す
る
)]
3(-
ka
˜za
-)[
mo
jor
u 
2]
3(-
ka
˜za
-)[
mo
jor
u 
2]
0,m
ag
an
aru
 3[
x]
3(-
ka
˜zj
a-)
[x]
4b
z
聞
き
取
る（
音
を
；
関
係
者
か
ら
）
3(k
igi
do
ru
)
3(k
iki
to-
)
3(k
iki
to-
,ki
git
o-
)
3(k
iki
to-
)
3(k
igi
to-
)
3
3(k
iki
to-
)
4b
z
傷
付
く（
プ
ラ
イ
ド
；
机
；
体
が
）
3(-
˜zu
cu
gu
)
3(-
˜zu
cu
gu
)
3(-
˜zu
cu
gu
); 物
は
ki˜
zu
_c
ug
u 0
+1
;
体
は
ke
ng
a_
su
 
2+
0.
3(-
˜zu
cu
gu
)
3(-
˜zu
zu
gu
)
3
0+
1(k
i˜z
u_
cu
gu
), 
ki_
wa
ru
gu
_s
u 
0+
2+
0)
4b
z
切
り
出
す（
木
材
；
話
を
；
切
り
始
め
る
）
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3
3(-
˜d
-)
4b
z
食
い
込
む（
肌
；
上
位
に
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
k-
,-g
-)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3
3(-
g-
)
4b
z
燻（
く
す
ぶ
）る
（
煙
；
不
満
が
）
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
3,0
.(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0
0(-
˜b-
)
4b
z
く
た
ば
る（
死
ぬ
；
猛
練
習
で
）
3(-
ta˜
ba
-)
3(-
ta˜
ba
-)
3(-
ta˜
ba
-)
0(-
ta˜
ba
-)(
OK
)
3(-
ta˜
ba
-)
3
3(-
ta˜
ba
-)
4b
z
く
っ
つ
く（
ぴ
っ
た
り
；
ゴ
ミ
；
男
女
が
）
3(-
cu
gu
)
3(-
cu
gu
)
3(-
cu
gu
)
3(-
cu
gu
)
3(-
cu
gu
)
3
3(-
cu
gu
)
4b
z
苦
し
む（
病
気
で
；
生
活
；
理
解
に
）
3(-
su
-)
3(-
su
-)
3(-
su
-)
3(-
si-
)
3(-
si-
)
3
3(-
si-
)
4b
z
黒
ず
む（
肌
；
壁
が
）
3(-
˜z-
)
<m
>3
(-˜
z-.
 
ku
reg
u_
na
ru
 2+
1)
<m
>3
(-˜
z-.
 
ku
reg
u_
na
ru
 2+
1)
3(-
z-)
3(-
z-)
3
x(k
uro
gu
_n
aru
 
2+
1)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4b
z
蹴（
け
）飛
ば
す
 [ →
蹴
っ
飛
ば
す
]
2(-
˜b-
)[3
(-˜
b-
)],
 
hu
˜ba
zu
gu
 3
x[ <
普
>3
,1.
(-˜
b-
)]
<m
>2
[ <
普
>3
,1.
(-˜
b-
)]
3(k
eto
˜ba
su
)[4
]
3(k
eto
˜ba
su
)[4
]
3[
4]
2(k
eto
˜ba
su
)[x
]
4b
z
こ
だ
わ
る（
細
部
に
）
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3
3(-
˜d
-)
4b
z
断
わ
る（
依
頼
を
；
一
言
～
）
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3
3(-
d-
)
4b
z
ご
ま
か
す（
金
；
年
を
；
笑
っ
て
～
）
3(-
k-
)(O
K)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3
3(-
g-
)
4b
z
転
が
す（
丸
太
；
玉
を
；
土
俵
で
）
0(-
ng
-).
相
手
は
ok
kE
su
 3
0(-
ng
-)
0(-
ng
-).
相
手
は
ok
ke
su
 3
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-).
相
手
は
ok
ke
su
 3
4b
z
転
が
る（
10
円
玉
が
；
転
倒
；
寝
転
が
る
）
0(-
ng
-).
転
倒
は
ok
kE
ru
 3
0(-
ng
-)
0(-
ng
-).
転
倒
は
ok
ke
ru
 3
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-).
転
倒
は
ok
ke
ru
 3
4b
z
逆
ら
う（
親
；
流
れ
に
）
3(-
ga
rau
)
3(-
ga
rau
)
3(-
ga
rau
)
3(-
ga
rau
)
3(-
ga
rar
u)
3(-
rau
)
3(-
ga
rar
u)
4b
z
先
立
つ（
人
；
親
に
；
～
物
は
金
）
3(-
gi˜
da
zu
)
3(-
gi˜
da
zu
)
3(-
gi˜
da
zu
)
3(-
gid
az
u)
3(-
gi˜
da
zu
)
3
3(-
gi˜
da
zu
)
4b
z
囁（
さ
さ
や
）く
（
耳
元
で
；
ぶ
つ
ぶ
つ
～
）
3(-
gu
)
0(-
gu
)(O
K)
0,3
.(-
gu
)
0(-
gu
)(O
K)
3(-
gu
)
3
x
4b
z
さ
迷
う（
辺
り
を
）
3
3
3( 生
死
を
～
は
<n
>)
3(-
ru
)
3(-
ru
か
?)
<m
>3
(-u
) 
Cf
.m
ajo
ru
x C
f.m
ajo
ru
 2 
( 迷
う
)
4b
z
寒
が
る
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
<m
>3
(sa
˜bi
ng
aru
 
3)
4b
z
ざ
ら
つ
く（
表
面
，肌
が
）
0(-
zu
gu
)
0(-
cu
gu
)
0(-
cu
gu
)
0(-
cu
gu
)
3(-
zu
gu
)(O
K)
0
0(-
zu
gu
)
4b
z
ざ
わ
め
く（
木
；
会
場
が
）
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(z
jaw
am
eg
u)
3(z
jaw
am
eg
u)
4b
z
仕
上
が
る（
立
派
に
～
）
3(s
ua
ng
a-)
3(s
ua
ng
a-)
3(s
ua
ng
a-)
. 名
詞
は
同
形
 0
3(s
ian
ga
-)
3(s
ian
ga
-)
3
3(s
ian
ga
-)
4b
z
し
く
じ
る（
失
敗
）
3(s
ug
u˜z
u-
)
3(s
ug
u˜z
u-
)
3(s
ug
u˜z
u-
)
3(s
iku
˜zi
-)
3(s
igu
˜zi
-)
3
3(s
igu
˜zi
-)
4b
z
静
ま
る（
し
ー
ん
と
；
嵐
；
騒
ぎ
が
 
[ 鎮
] ）
0(s
u˜z
u-
)
0(s
u˜z
u-
)
0(s
u˜z
u-
)
0(s
i˜z
u-
)
0(s
i˜z
u-
)
0
0(s
i˜z
u-
)
4b
z
し
で
か
す（
ヘ
マ
；
悪
事
を
）
3(s
u˜d
eg
a-)
3(s
u˜d
eg
a-)
3(s
u˜d
ek
a-,
-g
a-)
3(s
i˜d
ek
a-)
3(s
i˜d
eg
a-)
3
x(j
att
em
aru
 4)
4b
z
支
払
う（
電
気
代
を
）
3(s
u-
)
3(s
u-
)
3(s
u-
)
3(s
iha
rar
u,h
ara
ru
 
2)
3(s
iha
rar
u)
<m
>3
(-u
,ha
rar
u 
2)
<m
>3
(-u
,ha
rar
u 
2)
4b
z
締
め
切
る（
窓
 [ 閉
] ；
申
込
を
）
3(s
um
eg
iru
)
3(s
um
eg
iru
)
3(s
um
ek
iru
;-g
-, 
-k
-).
後
者
の
名
詞
は
-g
iru
 0 の
み
.
3(s
im
ek
i-)
3(s
im
ek
i-,
-g
i-)
3
3(s
im
ek
i-)
4b
z
陣
取
る（
席
；
陣
地
を
）
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3
3(-
d-
)
4b
z
咳
き
込
む（
続
け
て
）
3(-
gig
o-
)
3(-
gig
o-
)
3(-
kik
o-
,-g
iko
-, 
<o
>-
gig
o-
)
3(-
kik
o-
)
3(-
kik
o-
)
3
3(-
gik
o-
)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4b
z
高
ま
る（
期
待
が
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3
<m
>3
(-g
-)
4b
z
耕
す（
田
畑
を
）
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
<m
>3
(-n
g-
. 田
は
uz
u 1
, 畑
は
ko
sje
ru
 
0)
0(-
ng
-)(
OK
)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
<m
>3
(-n
g-
), 
<普
>u
zu
 1
4b
z
助
か
る（
命
が
；
感
謝
）
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
4b
z
戦
う（
戦
争
；
勝
負
；
病
気
と
 
[ 闘
] ）
3(-
da
ga
u)
3(-
da
ga
u)
<m
>3
(-d
ag
au
)
3(-
da
ga
u)
3(-
da
ga
u)
<m
>3
(-u
?)
<m
>3
(-d
ag
aru
),  
<普
>b
uc
uk
aru
 3
4b
z
立
ち
寄
る（
つ
い
で
に
）
3(-
zu
-)
3(-
zu
-)
3(-
zu
-)
3(-
zi-
)
3(-
zi-
)
3
<m
>3
(-z
i-)
, 
<普
>jo
ru
 0
4b
z
楽
し
む（
読
書
；
休
日
を
）
3(-
su
-)
3(-
su
-)
<m
>3
(-s
u-
)
3(-
si-
)
3(-
si-
)
3
3(-
si-
)
4b
z
騙（
だ
ま
）か
す
 [ だ
ま
く
ら
か
す
]
3(-
k-
),d
am
asu
 2 
[d
am
ak
ur
ag
asu
 5]
3(-
k-
)(O
K)
3(-
k-
)
[d
am
ak
ur
ag
asu
 5]
3(-
k-
)
[d
am
ak
ur
ag
asu
 5]
3(-
g-
)
[d
am
ara
ga
su
 4,
 
da
ma
gu
rag
asu
 5]
3[
da
ma
ku
rag
asu
 
5]
<m
>3
(-k
-),
 
<普
>d
am
asu
 2
4b
z
た
め
ら
う（
行
く
の
を
）
3
3
3
3
<m
>3
(m
ajo
ru
 2)
<m
>3
(-u
)
<m
>3
4b
z
近
付
く（
台
風
；
式
が
；
目
標
に
；
親
し
く
）
3(-
ka
˜zu
gu
)
3(-
ka
˜zu
gu
)
3(-
ka
˜zu
gu
)
3(-
ka
˜zu
gu
)
3(-
ka
˜zu
gu
)
3
3(-
ka
˜zu
gu
)
4b
z
縮（
ち
ぢ
）か
む（
手
が
）
0(-
˜zu
ka
-)(
OK
)
0(-
˜zu
ga
-)
0(-
˜cu
ka
-)
0(-
˜zi
ka
-),
 
ka
ng
aja
gu
 0
3(c
izi
ka
-)(
OK
)
0(k
az
ika
mu
 0)
0(-
˜zi
k-
), 
ci˜
cik
om
aru
 0
4b
z
縮
ま
る（
衣
類
；
差
；
寿
命
が
）
0(-
˜zu
-)
0(-
˜zu
-)
0(-
˜zu
-)
0(-
zi-
)
0(-
˜zi
-)
0
<m
>0
(cu
ma
ru
 2)
4b
z
血
迷
う
3(c
u-
)
3(c
u-
)
3(c
u-
)
3(c
im
ajo
u)
3(c
im
ajo
u)
3(-
u)
x
4b
z
ち
ょ
ん
切
る（
枝
；
話
を
）
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
<m
>3
(-n
g-
), 
<普
>k
iru
 1
4b
z
散
ら
か
す（
部
屋
を
）
0(-
g-
)
0(-
g-
)
0(-
g-
)
0(-
g-
)
0(-
g-
)
0
0(-
g-
)
4b
z
散
ら
か
る（
部
屋
が
）
0(-
g-
)
0(-
g-
)
0(-
g-
)
0(-
g-
)
0(-
g-
)
0
0(-
g-
)
4b
z
散
ら
ば
る（
書
類
が
；
各
地
に
）
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
). 書
類
は
cu
rag
aru
 0 も
0(-
b-
)
0(-
˜b-
)
0
0(-
˜b-
)
4b
z
掴
ま
る（
柱
に
；
タ
ク
シ
；ー
泥
棒
が
 [ 捕
] ）
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(t
oc
cu
ka
ma
ru
 5)
3(-
k-
)
4b
z
付
き
合
う（
男
女
が
；
一
杯
だ
け
）
3(-
gia
u)
3(-
gia
u)
3(-
gia
u)
3(-
gia
u)
3(-
gia
ru
)
3(-
ru
)
3(-
gia
ru
)
4b
z
伝
わ
る（
話
が
；
壁
を
；
代
々
～
；
中
国
か
ら
）
0(-
t-)
0(-
t-)
0(-
t-)
0(-
t-)
0(-
t-)
0(-
t-)
0(-
t-)
4b
z
つ
っ
つ
く（
棒
で
；
餌
；
す
き
焼
き
を
）
3(-
cu
gu
)
3(-
cu
gu
)
3(-
cu
gu
)
3(-
cu
gu
)
3(-
cu
gu
)
3
3(-
cu
gu
)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4b
z
勤
ま
る（
会
社
に
；
役
が
 [ 務
] ）
3(-
t-)
3(-
t-)
3(-
t-)
3(-
t-)
3(-
t-)
3(-
t-)
3(-
t-)
4b
z
繋
が
る（
橋
で
；
電
話
；
首
；
血
；
車
が
）
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
4b
z
呟（
つ
ぶ
や
）く
（
ぶ
つ
ぶ
つ
～
）
3(-
˜bu
jag
u)
0(-
˜bu
jag
u)(
OK
)
3,0
.(-
˜bu
jag
u)
0(-
˜bu
jag
u)(
OK
)
3(-
˜bu
jag
u)
3
<m
>3
(gu
da
me
gu
 
3)
4b
z
躓（
つ
ま
ず
）く
（
石
に
；
初
戦
で
）
0(-
˜zu
gu
)
0(-
˜zu
gu
)
0(-
˜zu
gu
)
0(-
zu
gu
)
3(c
um
ak
ur
u 3
)
(O
K)
3
x(k
ecu
ma
gu
 3)
4b
z
出
歩
く（
外
を
）
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3
<m
>3
(d
ed
e_
aru
gu
 2+
2)
4b
z
で
し
ゃ
ば
る（
関
係
な
い
こ
と
に
）
3(-
˜b-
)
3(-
˜b-
)
3(-
˜b-
)
3(-
˜b-
)
3(-
˜b-
)
3
3(-
˜b-
)
4b
z
手
伝
う（
仕
事
を
）
3(-
zu
˜d
au
)
3(-
zu
˜d
au
)
3(-
zu
˜d
au
)
3(-
zu
da
ru
)
3(-
zu
da
ru
)
3(-
ru
)
3(-
zu
˜d
aru
)
4b
z
手
渡
す（
直
接
～
）
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3
<m
>3
(-d
-),
 
<普
>w
ad
asu
 0
4b
z
留（
と
ど
）ま
る（
そ
こ
に
）[
止
]
0(-
˜d
-)
0(-
˜d
-)
<m
>0
,3.
(-˜
d-
)
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3
<m
>3
(-˜
d-
), 
<普
>t
om
aru
 0
4b
z
取
り
出
す（
財
布
か
ら
）
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3(-
˜d
-)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3
3(-
d-
), <
普
>t
or
u 1
4b
z
尖（
と
ん
が
）る
（
先
が
；
興
奮
）
[ と
が
る
]
3(-
Nn
ga
-; 
mu
gu
rer
u 0
) 
[2
(-n
g-
)]
3(-
Nn
ga
-)[
<m
>2
]
3(-
Nn
ga
-;x
)
[ <
m >
2(-
ng
-)]
3(-
Nn
ga
-; 
mu
cu
ke
ru
 3)
 
[2
(-n
g-
)]
3(-
Nn
ga
-)
[2
(-n
g-
)]
3(-
Nn
ga
-)
[2
(-n
g-
)]
2(t
on
ga
ru
)
4b
z
長
引
く（
風
邪
；
話
し
合
い
が
）
3(-
ng
a˜b
igu
)
3(-
ng
a˜b
igu
)
3(-
ng
a˜b
igu
)
3(-
ng
ab
igu
)
3(-
ng
ab
igu
)
3(-
ng
-)
3(-
ng
a˜b
igu
)
4b
z
悩
ま
す（
頭
を
）
3
3
3
3
3
3
<m
>3
4b
z
匂
わ
す（
そ
れ
と
な
く
）
3
3
3
0(O
K)
3
3
<m
>3
4b
z
寝
過
ご
す
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-,n
eh
ore
ru
 
3)
3(-
ng
-),
ne
ho
eru
 2 
<寝
惚
れ
る
4b
z
の
さ
ば
る（
態
度
）
3(-
˜b-
)
3(-
˜b-
)
3(-
˜b-
)
3(-
˜b-
)
3(-
˜b-
)
3
3(-
˜b-
)
4b
z
捗（
は
か
ど
）る
（
仕
事
が
）
3(-
ga
˜d
o-
), 
ha
ga
_ig
u 2
+0
3(-
ga
˜d
o-
), 
ha
ga
_ig
u 2
+0
3(-
ga
˜d
o-
), 
ha
ga
_ig
u 2
+0
3(-
ga
do
-),
 
ha
ga
_ig
u 2
+0
3(-
ga
do
-),
 
ha
ga
_ig
u 2
+0
3,h
ag
e_
igu
 2+
0 
(O
K)
3(-
ga
˜d
o-
),h
ag
eru
 
2, 
<m
>h
ag
a_
igu
 
2+
0
4b
z
励
ま
す（
元
気
に
な
る
よ
う
）
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
<m
>3
(-n
g-
)
4b
z
挟
ま
る（
歯
に
；
両
者
の
間
に
）
3
3
3
3
3
3
3
4b
z
始
ま
る（
9 時
に
；
喧
嘩
が
）
0(-
˜zu
-)
0(-
˜zu
-)
0(-
˜zu
-)
0(-
˜zi
-)
0(-
˜zi
-)
0
0(-
˜zi
-)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4b
z
働
く
 [ か
せ
ぐ
]
0(-
da
rag
u) 
[ka
sje
ng
u 2
]
0(-
da
rag
u) 
[ka
sje
ng
u 2
]
0(-
da
rag
u. 人
で
は
な
く
，b
ett
a 1 《
め
ん
こ
》に
言
っ
た
. 
そ
の
強
い
の
が
ha
da
rak
iko
 2)
[ka
sje
ng
u 2
. 金
は
無
関
係
]
0(-
da
rag
u) 
[ka
he
ng
u 2
]
0(-
da
rag
u) 
[ka
he
ng
u 2
]
0(k
ase
ng
u 2
)
0(-
da
rag
u) 
[ka
he
ng
u 2
]
4b
z
歯
向
か
う（
相
手
に
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
ga
u)
3(-
ga
ru
)
<m
>3
(-u
)
3(-
ga
ru
)
4b
z
ば
ら
ま
く（
金
；
ビ
ラ
を
）
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3
3(-
gu
)
4b
z
春
め
く
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3
<m
>3
(-g
u)
4b
z
捻（
ひ
ね
）く
る（
言
い
方
を
）
3(-
k-
)
3(-
g-
)
3(-
k-
) 
Cf
.h
ine
ku
rer
u, 
-g
- 4
3(-
k-
)
3(-
k-
),c
un
ek
ur
u 3
3(-
k-
)
<m
>3
(-k
-)
4b
z
冷
や
か
す（
店
；
人
を
）
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
x;3
(-g
-)
3(-
g-
)
x(c
jak
asu
 2)
4b
z
閃（
ひ
ら
め
）く
（
頭
に
；
光
が
）
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3
<m
>3
(-g
u)
4b
z
広
が
る（
幅
；
傘
；
視
野
が
）
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
4b
z
広
ま
る（
噂
が
）
0
0
0
0
0
0
0
4b
z
膨
ら
む（
餅
；
胸
；
夢
が
）[
脹
]
0(-
g-
)
0(-
g-
)
0(-
g-
)
0(-
g-
)
0(-
g-
)
0
0(-
g-
)
4b
z
塞（
ふ
さ
）が
る（
道
；
部
屋
が
）
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-),
hu
tan
ga
ru
 
0
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
0(-
ng
-)
4b
z
ぶ
ち
込
む（
牢
屋
に
；
大
砲
を
）
3(-
cu
ko
-)
3(-
cu
ko
-)
3(-
cu
ko
-, 
<o
>-
zu
go
-)
3(-
cik
o-
)
3(-
cik
o-
)
3
3(-
cik
o-
)
4b
z
ぶ
つ
か
る（
肩
；
車
；
意
見
が
；
壁
に
；
日
程
）
3(-
cu
ka
-)
3(-
cu
ka
-)
3(-
cu
ka
-)
3(-
cu
ka
-)
3(-
cu
ka
-)
3
3(-
cu
ka
-)
4b
z
ふ
ら
つ
く（
体
が
）
0(-
cu
gu
)
0(-
cu
gu
)
0(-
cu
gu
)
0(-
cu
gu
)
0(-
cu
gu
)
0
0(-
cu
gu
)
4b
z
ぶ
ら
つ
く（
町
を
；
錘
が
）
0(-
cu
gu
)
0(-
cu
gu
)
0(-
cu
gu
)
0(-
cu
gu
)
3(-
cu
gu
)(O
K)
0
3(-
cu
gu
)(O
K)
4b
z
震
わ
す（
声
；
肩
を
）
0
x
0
0
3(O
K)
0
x(j
uc
ing
asu
 0)
4b
z
踏
ん
張
る（
土
俵
際
で
；
頑
張
る
）
3
3
3
3
3
3
3
4b
z
凹（
へ
こ
）ま
す（
指
で
；
腹
；
相
手
を
）
0(-
k-
)
0(-
k-
)
0(-
k-
), 
<普
>h
ek
om
ase
ru 
0
0(-
k-
)
3(-
k-
)(O
K)
0
3(-
k-
), 
<普
>h
eko
ma
he
ru 
4
4b
z
べ
た
つ
く（
糊
；
汗
で
；
男
女
が
）
0(b
ed
az
ug
u)
0(-
da
cu
gu
)
0(-
da
cu
gu
, <o
>-
z-)
3(-
da
zu
gu
)(O
K)
3(-
da
cu
gu
)(O
K)
0
0(-
tac
ug
u)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4b
z
ほ
き
出
す（
口
か
ら
）
1,3
.(h
og
i˜d
asu
)
1(h
og
i˜d
asu
)
<普
>1
 
(h
og
i˜d
asu
). 
ha
gi˜
da
su
な
ら
 3
x(h
ag
ida
su
 3)
x(h
ag
ida
su
 3)
x(h
ak
ida
su
 3)
x
4b
z
欲
し
が
る
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
3(-
ng
-)
4b
z
ほ
じ
く
る（
鼻
；
隅
；
欠
点
を
）
3(-
˜zu
ku
-)
3(-
˜zu
gu
-)
3(-
˜zu
gu
-, 
-˜c
uk
u-
)
3(-
˜ci
ku
-)
3(-
˜zi
ku
-)
3(h
o˜c
iku
ru
)
3(-
˜ci
ku
-)
4b
z
賄（
ま
か
な
）う
（
食
事
を
；
な
ん
と
か
）
3(-
ga
na
u)
3(-
ga
na
u)
3(-
ga
na
u)
3(-
ga
na
u)
3(-
ga
na
ru
)
3(-
ru
. 支
度
す
る
意
)
<m
>3
(m
am
asi
tag
u_
su
 4+
0)
4b
z
ま
ご
つ
く（
不
馴
れ
で
）
0(-
ng
oz
ug
u)
0(-
ng
oc
ug
u)
0(-
ng
oc
ug
u, 
<o
>-
zu
gu
)
0(-
ng
oc
ug
u)
3(-
ng
oc
ug
u)(
OK
)
0(-
ng
-)
0(-
ng
oc
ug
u)
4b
z
跨（
ま
た
）が
る（
馬
；
2 県
に
）
3(-
da
ng
a-)
3(-
da
ng
a-)
3(-
da
ng
a-)
3(-
da
ng
a-)
3(-
da
ng
a-)
3(-
ng
-)
0(-
da
ng
a-)
(O
K)
4b
z
間
違
う（
道
；
計
算
を
）
3(-
zu
ng
a-)
3(-
zu
ng
a-)
3(-
zu
ng
a-)
3(-
zin
ga
ru
)
3(-
zin
ga
ru
)
3(-
ng
aru
)
3(-
zin
ga
ru
)
4b
z
纏（
ま
つ
）わ
る（
話
）
3(-
zu
-)
3(-
zu
-)
3(-
zu
-)
3(-
cu
-)
3(-
zu
-)
3
x
4b
z
纏（
ま
と
）ま
る（
ク
ラ
ス
；
考
え
；
縁
談
が
）
0(-
d-
)
0(-
d-
)
0(-
d-
)
0(-
d-
)
0(-
d-
)
0
0(-
d-
)
4b
z
間
に
合
う（
バ
ス
に
；
千
円
で
）
3
3
3
3(-
ru
)
3(-
ru
)
3(-
ru
)
3(-
ru
)
4b
z
丸
ま
る（
背
中
が
）
0
0
0
<m
>0
0
0
0
4b
z
見
当
た
る（
鍵
が
）
3(-
d-
)
3(-
d-
. 否
定
形
で
)
3(-
d-
. 否
定
形
で
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3
<m
>3
(-d
-),
 
mi
cu
ka
ru
 3,
 
mi
cu
ka
ne
 4
4b
z
見
送
る（
駅
で
；
採
決
を
）
3(-
g-
)
0(-
g-
)(O
K)
3,0
; <n
>0
.(-
g-
)
0(-
g-
)(O
K)
3(-
g-
)
3
<m
>3
(-g
-),
 
<普
>o
gu
ru
 0
4b
z
見
落
と
す（
間
違
い
を
）
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3(-
d-
)
3
3(-
d-
),m
iha
˜zu
su
 
3
4b
z
見
通
す（
先
ま
で
；
将
来
を
）
2(-
d-
)
2(-
d-
)
2(-
t-,
<o
>-
d-
. 名
詞
は
mi
do
:su
 0 
の
み
)
0(-
t-)
(O
K)
2(-
˜d
-)
0(-
d-
)(O
K)
<m
>2
(-t
-. 名
詞
は
<普
>m
i˜d
o:s
u 0
)
4b
z
向
き
合
う（
互
い
に
；
現
実
に
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
gia
ru
)
3(-
gia
ru
)
3(-
ru
)
3(-
gia
ru
)
4b
z
む
ず
か
る（
赤
坊
が
）
0(m
u˜z
ug
aru
, 
mu
˜zu
ke
ru
(O
K)
, 
go
˜bo
ke
ru
 3)
0(-
˜zu
ng
a-)
(O
K)
0(-
˜zu
ng
a-,
 
-˜c
uk
a- か
)
0(-
˜zu
ga
-)
3(-
˜zu
ga
-)(
OK
)
0(m
u˜c
uk
aru
, 
-zu
ga
-)
0(-
˜zu
ga
-)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
4b
z
儲（
も
う
）か
る（
金
が
）
2(m
og
aru
), 
sjo
:˜b
u_
cu
ke
ru
 
( 勝
負
付
け
る
) 
1+
2
3(m
og
aru
 2 と
も
)
3(m
og
aru
 2 と
も
)
3(m
o:g
aru
)
3(m
o:g
aru
)
3(m
og
aru
 2)
<m
>3
(m
og
eru
 2)
(O
K)
4b
z
も
ぎ
取
る（
り
ん
ご
；
鞄
を
）
3(-
ng
ito
-),
mo
ng
u 
1
3(-
ng
ito
-)
3(-
ng
ito
-),
mo
ng
u 
1;t
or
u 1
3(-
ng
ito
-)
x(m
on
gu
 1)
3(-
ng
ido
-)
<m
>3
(-n
git
o-
), 
<普
>m
on
gu
 1
4b
z
持
ち
寄
る（
み
ん
な
で
）
3(-
zu
-)
3(-
zu
-)
3(-
zu
-)
3(-
zi-
)
3(-
zi-
)
3(-
zi-
)
3(-
zi-
)
4b
z
催
す（
便
意
；
眠
気
を
）
3
3(m
ojo
ho
su
)(O
K)
3( 会
を
～
は
標
準
語
的
)
3
2(m
ojo
su
)
<m
>3
<m
>0
(ik
ite
gu
_
na
ru
 0+
1. 行
き
た
く
な
る
)
4b
z
役
立
つ（
仕
事
；
社
会
に
）
3(j
ag
u˜d
az
u)
3(j
ag
u˜d
az
u)(
OK
)
3(j
ag
u˜d
az
u)
3(j
ag
ud
az
u)
3(j
ag
ud
az
u)
3
3(j
ag
ud
az
u)
4b
z
養
う（
妻
子
；
親
；
家
畜
を
）
0;0
;az
ug
au
 0
<m
>0
,3,
az
ug
au
 0
<m
>0
,3,
az
ug
au
 0
3(-
u),
az
ug
aru
 0
3,0
.(-
ru
),a
zu
ga
ru
 
0
<m
>0
(-u
), 
az
ug
aru
 0
<m
>0
(ka
de
ru
 2)
4b
z
休
ま
る（
体
；
気
が
）[
安
]
3
3
3
3
3
3
<m
>3
(ra
gu
ni_
na
ru
 2+
1)
4b
z
や
ら
か
す（
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
）
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
, <o
>-
g-
)
0(-
g-
)(O
K)
3(-
g-
)
0(-
g-
)(O
K)
x(j
aru
 0)
4b
z
揺
さ
ぶ
る（
木
；
気
持
；
打
者
を
）
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
)
0(-
˜b-
),ju
cu
ng
asu
 
3
0(-
˜b-
),ju
cu
ng
asu
, 
jus
un
ga
su
 0
0
x(j
us
ing
asu
 0)
4b
z
欲
張
る
3(-
gu
˜ba
-)
3(-
gu
˜ba
-)
3(-
gu
˜ba
-)
3(-
gu
ba
-)
3(-
gu
ba
-)
3(-
gu
ba
-)
3(-
gu
ba
-)
4b
z
横
切
る（
道
；
一
瞬
頭
を
）
3(-
go
ng
i-)
3(-
go
ng
i-)
3(-
go
ng
i-;
 
<n
>jo
ng
iru
 2)
3(-
go
ng
i-)
3(-
go
ng
i-)
3(-
go
ng
i-)
3(-
go
ng
i-)
4b
z
寄
り
切
る（
相
撲
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
k-
, <o
>-
g-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
4b
z
喜
ぶ
3(-
go
˜bu
)
3(-
go
˜bu
)
3(-
go
˜bu
)
3(-
go
˜bu
)
3(-
go
˜bu
)
3
3(-
go
˜bu
)
4b
z
よ
ろ
め
く（
歩
き
；
浮
気
）
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
3(-
gu
)
4b
z
弱
ま
る（
風
が
）
3
3
3
3
3
3
3
4b
z
割
り
切
る（
仕
事
と
；
割
り
算
）
3(-
g-
)
3(-
g-
)
3(-
k-
, <o
>-
g-
; 
-k
ire
ru
 4)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
3(-
k-
)
5b
z
恐
れ
入
る（
恐
縮
；
参
る
）
2
2
2
2+
1(O
K)
2
2+
0(O
K)
<m
>2
?
5b
z
思
い
切
る（
決
心
；
断
念
）
2(-
k-
)
2+
1(-
k-
),2
,4(
-g
-).
思
い
切
っ
て
( 副
) 
2,4
.(-
k-
).
2(-
k-
. <x
>-
g-
). 断
念
は
<m
>
4(-
k-
)
4(-
k-
)
4(-
k-
)
4(-
k-
)
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類
項
目
盛
岡
雫
石
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
5b
z
思
い
出
す（
昔
；
用
を
）
2,4
.(-
˜d
-)
2(-
˜d
-)
2(-
˜d
-).
思
い
始
め
る
意
は
4
4(-
d-
)
4(-
d-
)
4(-
d-
)
4(-
˜d
-)
5b
z
か
っ
ぱ
ら
う（
金
を
）
3
3
3
4(-
u)
4(-
ru
)
4(-
ru
)
<m
>3
(-r
u)(
名
詞
は
ka
pp
ara
i 3
の
み
)
5b
z
蹴
っ
飛
ば
す（
足
で
）[
→
蹴
飛
ば
す
]
3(-
to˜
ba
-),
 
ke
pp
an
gu
ru
 4
3,1
.(-
to˜
ba
-)[
x]
3,1
.(-
to˜
ba
-)
[ <
m >
2]
4(-
ba
-)[
3]
4(-
ba
-)[
ke
tob
asu
 
3]
4[
3]
x[k
eto
˜ba
su
 2]
5b
z
け
つ
ま
ず
く（
石
に
）
ke
ccu
ma
˜zu
gu
 1,
5
ke
ccu
ma
˜zu
gu
 5,
1
ke
ccu
ma
˜zu
gu
 5,
1
4(k
ecu
ma
˜zu
gu
)
4(k
ecu
ma
zu
gu
)
0(O
K)
x(k
ecu
me
gu
 3)
5b
z
反
り
返
る（
体
；
板
が
）
3(-
gE
-)
3(-
ga
e-)
3,1
.( <
o >
-g
e-)
3(-
ka
e-)
3(-
ke
-)
3
3(-
ge
-)
5b
z
叩
き
割
る（
ガ
ラ
ス
を
）
2(-
da
gi-
)
2(-
da
gi-
)
2(-
da
gi-
)
4(-
da
gi-
)
4(-
da
gi-
)
2 か
?
4(-
da
gi-
)
5b
z
取
り
除
け
る（
邪
魔
物
を
；
そ
れ
だ
け
別
に
）
4(-
g-
.to
no
ge
ru
 1)
4(-
g-
.to
no
ge
ru
 1)
4(t
on
og
eru
 1)
4(-
k-
).t
ori
ke
ru
 
(O
K)
 3
4(-
ge
-),
jog
eru
 2
4
<m
>4
(-g
-),
 
tor
og
eru
(O
K)
 3
5b
z
跳
ね
回
る（
子
供
が
）
2(h
an
em
aru
)
2(h
an
em
aw
aru
)
2(h
an
em
aru
)
2(h
ad
ag
em
aru
)
4
4
2(h
an
em
aw
aru
)
5b
z
干
か
ら
び
る（
か
さ
か
さ
に
）
2(-
ka
ra˜
bi-
)
2(-
ka
ra˜
bi-
)
2,4
.(-
ka
ra˜
bi-
)
1(h
ikk
ara
bir
u)
4(-
ka
rab
i-)
4
2(s
ika
ra˜
bi-
)
5b
z
酔
っ
払
う
3,
jot
tag
ure
ru
 3
3,
jot
tag
ure
ru
 3
3,
jot
tag
ure
ru
 3
4(-
rau
),j
ok
kir
u 3
4(-
ru
)
4(-
ru
)
4(-
ru
),j
ott
ag
eru
 4
6b
z
叩
き
つ
け
る（
敵
を
；
雨
が
）
2(t
ad
ag
izu
ge
ru
)
5(-
da
gic
uk
e-)
2,5
.(-
da
gic
uk
e-)
5(-
da
gic
uk
e-)
5(t
ad
ag
izu
ge
ru
)
5(-
da
gic
uk
e-)
5(-
da
gic
uk
e-)
6b
z
引
っ
張
り
出
す（
中
か
ら
；
役
員
に
）
5,3
.(-
˜d
-)
5,3
.(-
˜d
-)
5,3
.(-
˜d
-)
5(-
d-
)
5(-
d-
)
5
5(h
up
pa
rid
a-)
7b
z
煮
え
く
り
返
る（
腹
わ
た
；
湯
が
）
5(n
ue
gu
rig
Er
u)
5(n
ue
gu
rik
aer
u)
5(n
ue
gu
rig
eru
)
6(n
iek
ur
ika
e-)
5(n
ieg
ur
iga
e-)
5
5(n
ieg
ur
iga
e-)
7b
z
引
っ
張
り
回
す（
あ
ち
こ
ち
）
6
6
6,3
6
6
6
6(h
u-
)
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表
2 　
北
奥
方
言
動
詞
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
類
項
目
盛
岡
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
2a
1
着
る
0(k
iru
)
0(k
iru
)
0(k
iru
)
0(k
iru
)
0(k
iru
)
0(k
iru
)
着
る
と
き
0(k
iru
_d
og
i 0
+2
)
0(k
iru
_z
ug
i/d
og
i 0
+2
)
0(k
iru
_to
gi 
0+
2)
0(k
iru
_d
og
i 0
+2
)
0(k
iru
_d
og
i 0
+2
)
0(k
iru
_d
og
i 0
+2
)
着
た
0(k
ita
)
0(k
ita
)
0(k
ita
)
0(k
ita
)
0(k
ita
)
0(k
ita
)
着
た
と
き
0(k
ita
)
0(k
ita
)
0(k
ita
)
0(k
ita
)
0(k
ita
)
0(k
ita
)
着
て
0(k
ite
)
0(k
ite
)
0(k
ite
)
0(k
ite
)
0(k
ite
)
0(k
ite
)
着
る
な
3(k
iru
na
, <m
>k
iN
na
)
3,0
.(k
iru
na
)
2(k
iru
na
)(O
K)
2(k
ina
),3
(ki
ru
na
)
3(k
iru
na
)
2(k
ina
)
着
な
い
0(k
inE
)
0(k
ine
)
0(k
ine
)
0(k
ine
)
0(k
ina
i)
0(k
ine
)
着
ろ
0(k
iro
) な
ど
0(k
iro
)
0(k
iro
)
0(k
ise
 女
性
;ki
ro 
男
性
). 以
下「
; 」は
同
様
2(k
iro
)
0,2
.(k
ire
;ki
ro)
2a
1
寝
る
0(n
eru
)
0 C
f.1
(n
eru
 <寝
入
る
) 
5 段
0(n
eru
)
0(n
eru
)
0(n
eru
)
0(n
eru
)
寝
る
と
き
0(n
eru
)
0 C
f.1
(n
eru
)
0(n
eru
)
0(n
eru
)
0(n
eru
)
0(n
eru
)
寝
た
0(n
ed
a)
0(n
ed
a) 
Cf
.1
(n
ett
a)
0(n
ed
a)
0(n
ed
a)
0(n
ed
a)
0(n
ed
a)
寝
た
と
き
0(n
ed
a)
0(n
ed
a) 
Cf
.1
(n
ett
a)
0(n
ed
a)
0(n
ed
a)
0(n
ed
a)
0(n
ed
a)
寝
て
0(n
ed
e)
0(n
ed
e) 
Cf
.1
(n
ett
e)
0(n
ed
e)
0(n
ed
e)
0(n
ed
e)
0(n
ed
e)
寝
る
な
3(n
eru
na
, <m
>n
eN
na
)
3,0
.(n
eru
na
) 
Cf
.1
(n
eru
na
)
2(n
eru
na
)(O
K)
2(n
en
a),
3(n
eru
na
)
2(n
en
a),
3(n
eru
na
)
2(n
en
a)
寝
な
い
0(n
en
E)
0(n
en
e) 
Cf
.1
(n
era
ne
)
0(n
en
e)
0(n
en
e)
0(n
en
ai)
0(n
en
e)
寝
ろ
0(n
ero
)
0(n
ero
) C
f.1
(n
ere
)
0(n
ero
)
0(n
ese
;ne
ro)
2(n
ero
)
0,2
.(n
ere
;ne
ro)
2a
1
居（
い
）る
0(e
ru
)
0(i
ru
)
0(i
ru
)
0(i
ru
)
0(i
ru
)
0(i
ru
)
居
る
と
き
0(e
ru
)
0(i
ru
)
0(i
ru
)
0(i
ru
)
0(i
ru
)
0(i
ru
)
居
た
0(e
da
)
0(i
da
)
0(i
da
)
0(i
da
)
0(i
da
)
0(i
da
)
居
た
と
き
0(e
da
)
0(i
da
)
0(i
da
)
0(i
da
)
0(i
da
)
0(i
da
)
居
て
0(e
de
)
0(i
de
)
0(i
de
)
0(i
de
)
0(i
de
)
0(i
de
)
居
る
な
3(e
ru
na
の
み
)
3,0
.(ir
un
a)
2(i
ru
na
)
2(i
na
),3
(ir
un
a)
3(i
ru
na
)
2(i
na
)
居
な
い
0(e
nE
)
0(i
ne
)
0(i
ne
)
0(i
ne
)
0(i
na
i)
0(i
ne
)
居
ろ
0(e
ro)
0(i
ro)
0(i
ro)
0(i
se;
iro
)
2(i
ro)
0,2
.(ir
e;i
ro)
2c
1
す
る
0(s
u)
0(s
u)
0(s
u,s
ur
u)
0(s
ur
u)
0(s
ur
u)
0(s
u)
す
る
と
き
0(s
u)
0(s
u)
0(s
ur
u の
み
)
0(s
ur
u)
0(s
ur
u)
0(s
u)
し
た
0(s
uta
)
0(s
jita
)
0(s
ita
)
0(s
ita
)
0(s
ita
)
0(s
ita
)
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類
項
目
盛
岡
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
し
た
と
き
0(s
uta
)
0(s
jita
)
0(s
ita
)
0(s
ita
)
0(s
ita
)
0(s
ita
)
し
て
0(s
ute
)
0(s
jite
)
0(s
ite
)
0(s
ite
)
0(s
ite
)
0(s
ite
)
す
る
な
2(s
un
a)
2,0
.(s
un
a)
1(s
un
a)(
OK
),2
(su
ru
na
)
2(s
un
a,s
ina
),3
(su
ru
na
)
2(s
un
a)
2(s
un
a)
し
な
い
0(s
an
E,
su
nE
)
0(s
an
e)
0(s
an
e,s
ina
i)
0(s
an
e,s
ine
)
0(s
ina
i)
0(s
an
e,s
ine
)
し
ろ
0(s
je)
0(s
e, <
o >
sje
)
0(s
e,s
iro
)
0(s
ise
;si
ro)
2(s
iro
),1
(se
)
0,1
.(h
e,s
e)
2a
2
出
る
 [ デ
ハ
ル
]
1[
<普
>2
(de
ha
ru
)]
1[
<普
>2
(de
ha
ru
)]
1[
<普
>2
(de
ha
ru
)]
1[
<普
>2
(de
ha
ru
)]
1[
2(d
eh
aru
)]
1[
2(d
eh
aru
)]
出
る
と
き
1[
<普
>2
(d
eh
aru
)]
1[
<普
>2
(de
ha
ru
)]
1[
<普
>2
(de
ha
ru
)]
1[
<普
>2
(de
ha
ru
)]
1[
2(d
eh
aru
)]
1[
2(d
eh
aru
)]
出
た
1,2
.(d
ed
a) 
[ <
普
>2
,4.
(de
ha
tta
)]
2(d
ed
a) 
[ <
普
>4
,2.
(de
ha
tta
)]
1(d
ed
a)
1(d
ed
a) 
[ <
普
>2
(de
ha
tta
)]
1(d
ed
a)(
OK
)
2(d
ed
a)[
2(d
eh
att
a)
(O
K)
]
出
た
と
き
1,2
.(d
ed
a) 
[ <
普
>2
,4.
(de
ha
tta
)]
2(d
ed
a) 
[ <
普
>4
,2.
(de
ha
tta
)]
1(d
ed
a)
1(d
ed
a) 
[ <
普
>2
(de
ha
tta
)]
1(d
ed
a)(
OK
)
2(d
ed
a)[
2(d
eh
att
a)
(O
K)
]
出
て
1(d
ed
e) 
[ <
普
>2
(d
eh
att
e)]
1(d
ed
e) 
[ <
普
>2
(de
ha
tte
)]
1(d
ed
e)
1(d
ed
e) 
[ <
普
>2
(de
ha
tte
)]
1(d
ed
e)(
OK
)
2(d
ed
e)[
2(d
eh
att
e)
(O
K)
]
出
る
な
1(d
eru
na
, <m
>d
eN
na
) 
[ <
普
>2
 (d
eh
aru
na
, 
<m
>d
eh
aN
na
)]
1(d
eru
na
) 
[ <
普
>2
(de
ha
ru
na
)]
1(d
eru
na
)
1(d
en
a) 
[ <
普
>2
(de
ha
(ru
)n
a)]
1(d
eru
na
)
1(d
en
a)[
2(d
eh
a(r
u)n
a)]
出
な
い
2(d
en
E)
 
[ <
普
>4
(d
eh
ara
nE
)]
2(d
en
e) 
[ <
普
>4
,2.
(de
ha
ran
e)]
2(d
en
e)
2(d
en
e) 
[ <
普
>3
(de
ha
ne
)]
2(d
en
ai)
2(d
en
e)[
3(d
eh
an
e)]
出
ろ
1(d
ero
) 
[ <
普
>2
(d
eh
are
)]
1(d
ero
) 
[ <
普
>2
(de
ha
re)
]
1(d
ero
)
2(d
ese
);1
(de
ro)
[ <
普
> 
3(d
eh
ase
);2
(de
ha
re)
]
2(d
ero
)
2(d
ere
;de
ro)
[3
(d
eh
are
)]
2a
2
見
る
1(m
iru
)
1(m
iru
)
1(m
iru
)
1(m
iru
)
1(m
iru
)
1(m
iru
)
見
る
と
き
1(m
iru
)
1(m
iru
)
1(m
iru
)
1(m
iru
)
1(m
iru
)
1(m
iru
)
見
た
1,2
.(m
ida
)
2(m
ida
)
1(m
ida
)
1(m
ida
)
2(m
ida
)
2(m
i˜d
a)(
OK
)
見
た
と
き
1,2
.(m
ida
)
2(m
ida
)
1(m
ida
)
1(m
ida
)
2(m
ida
)
2(m
i˜d
a)
見
て
1,2
.(m
ide
)
2,1
.(m
ide
)
1(m
ide
)
1(m
ide
)
2(m
ide
)
2(m
i˜d
e)(
OK
)
見
る
な
1(m
iru
na
, <m
>m
iN
na
)
1(m
iru
na
)
1(m
iru
na
)
1(m
ina
,m
iru
na
)
1(m
iru
na
)
1(m
ina
)
見
な
い
2(m
inE
)
2(m
ine
)
2(m
ine
)
2(m
ine
)
2(m
ina
i)
2(m
ine
)
見
ろ
1(m
iro
)
1(m
iro
)
1(m
iro
)
2(m
ise
);1
(m
iro
)
2(m
iro
)
2(m
ire
;m
iro
)
2d
2
来
る
1(k
ur
u)
1(k
ur
u)
1(k
ur
u)
1(k
ur
u)
1(k
ur
u)
1(k
ur
u)
来
る
と
き
1(k
ur
u)
1(k
ur
u)
1(k
ur
u)
1(k
ur
u)
1(k
ur
u)
1(k
ur
u)
来
た
2(k
ita
)
2(k
ita
)
2(k
ita
)
2(k
ita
)
2(k
ita
)
2(k
ita
)
来
た
と
き
2(k
ita
)
2(k
ita
)
2(k
ita
)
2(k
ita
)
2(k
ita
)
2(k
ita
)
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類
項
目
盛
岡
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
来
て
2(k
ite
)
2(k
ite
)
2(k
ite
)
2(k
ite
)
2(k
ite
)
2(k
ite
)
来
る
な
1(k
ur
un
a, <
m >
ku
na
 
(O
K)
)
1(k
ur
un
a)
1(k
ur
un
a)
1(k
un
a,k
ur
un
a)
1(k
ur
un
a)
1(k
un
a)
来
な
い
2(k
on
E)
2(k
on
e)
2(k
on
e)
2(k
on
e)
2(k
on
ai)
2(k
on
e)
来
い
1(k
o)
1(k
oi,
<o
>k
o)
1(k
oi)
2(k
ase
)(O
K)
;1(
ko
i)
1(k
oi)
1(k
oi)
[ <
x >
ko
]
2b
1
行
く
0(e
gu
)
0(i
gu
)
0(i
gu
)
0(i
gu
)
0(i
gu
)
0(i
gu
)
行
く
と
き
0(e
gu
)
0(i
gu
)
0(i
gu
)
0(i
gu
)
0(i
gu
)
0(i
gu
)
行
っ
た
0(e
tta
)
0(i
tta
)
0(i
tta
)
0(i
tta
)
0(i
tta
)
0(i
tta
)
行
っ
た
と
き
0(e
tta
)
0(i
tta
)
0(i
tta
)
0(i
tta
)
0(i
tta
)
0(i
tta
)
行
っ
て
0(e
tte
)
0(i
tte
)
0(i
tte
)
0(i
tte
)
0(i
tte
)
0(i
tte
)
行
く
な
3(e
gu
na
)
3,0
.(ig
un
a)
2(i
gu
na
)(O
K)
3(i
gu
na
)
3(i
gu
na
)
3(i
gu
na
)
行
か
な
い
0(e
ga
nE
)
0(i
ga
ne
)
0(i
ga
ne
)
0(i
ga
ne
)
0(i
ga
na
i)
0(i
ga
ne
)
行
け
0(e
ge
)
0(i
ge
)
0(i
ge
)
0(i
ga
se;
ige
)
2(i
ge
)
0,2
.(ig
e)
2b
1
売
る
0(u
ru
)
0(u
ru
)
0(u
ru
)
0(u
ru
)
0(u
ru
)
0(u
ru
)
売
る
と
き
0(u
ru
)
0(u
ru
)
0(u
ru
)
0(u
ru
)
0(u
ru
)
0(u
ru
)
売
っ
た
0(u
tta
)
0(u
tta
)
0(u
tta
)
0(u
tta
)
0(u
tta
)
0(u
tta
)
売
っ
た
と
き
0(u
tta
)
0(u
tta
)
0(u
tta
)
0(u
tta
)
0(u
tta
)
0(u
tta
)
売
っ
て
0(u
tte
)
0(u
tte
)
0(u
tte
)
0(u
tte
)
0(u
tte
)
0(u
tte
)
売
る
な
3(u
ru
na
, <m
>u
Nn
a)
3,0
.(u
ru
na
)
2(u
ru
na
)(O
K)
2(u
na
),3
(ur
un
a)
3(u
ru
na
)
2(u
na
)
売
ら
な
い
0(u
ran
E)
0(u
ran
e)
0(u
ran
e,u
ne
)
0(u
ran
e)
0(u
ran
ai)
0(u
ne
)
売
れ
0(u
re)
0(u
re)
0(u
re)
0(u
se;
ure
)(O
K)
2(u
re)
0,2
.(u
re)
2b
1
買
う
0(k
au
)
0(k
au
)
0(k
aru
)
0(k
aru
)
0(k
aru
)
0(k
aru
)
買
う
と
き
0(k
au
)
0(k
au
)
0(k
aru
)
0(k
aru
)
0(k
aru
)
0(k
aru
)
買
っ
た
0(k
att
a)
0(k
att
a)
0(k
att
a)
0(k
att
a)
0(k
att
a)
0(k
att
a)
買
っ
た
と
き
0(k
att
a)
0(k
att
a)
0(k
att
a)
0(k
att
a)
0(k
att
a)
0(k
att
a)
買
っ
て
0(k
att
e)
0(k
att
e)
0(k
att
e)
0(k
att
e)
0(k
att
e)
0(k
att
e)
買
う
な
3(k
au
na
)
3,0
.(k
au
na
)
2(k
au
na
)(O
K)
2(k
an
a),
3(k
aru
na
)
3(k
au
na
)(O
K)
3(k
aru
na
)
買
わ
な
い
0(k
aw
an
E)
0(k
aw
an
e)
0(k
aw
an
e)
0(k
an
e,k
aw
an
e)
0(k
aw
an
ai)
0(k
an
e)
買
え
0(k
ae)
0(k
ae)
0(k
ae,
<m
>k
are
)
0(k
ase
;ka
re)
(O
K)
2(k
ae)
0,2
.(k
are
)
2b
1
置
く
0(o
gu
)
0(o
gu
)
0(o
gu
)
0(o
gu
)
0(o
gu
)
0(o
gu
)
置
く
と
き
0(o
gu
)
0(o
gu
)
0(o
gu
)
0(o
gu
)
0(o
gu
)
0(o
gu
)
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類
項
目
盛
岡
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
置
い
た
0(o
ida
)
0(o
ida
)
0(o
ida
)
0(o
ida
)
0(o
ida
)
0(o
ida
)
置
い
た
と
き
0(o
ida
)
0(o
ida
)
0(o
ida
)
0(o
ida
)
0(o
ida
)
0(o
ida
)
置
い
て
0(o
ide
)
0(o
ide
)
0(o
ide
)
0(o
ide
)
0(o
ide
)
0(o
ide
)
置
く
な
3(o
gu
na
)
3,0
.(o
gu
na
)
2(o
gu
na
)(O
K)
3(o
gu
na
)
3(o
gu
na
)
3(o
gu
na
)
置
か
な
い
0(o
ga
nE
)
0(o
ga
ne
)
0(o
ga
ne
)
0(o
ga
ne
)
0(o
ga
na
i)
0(o
ga
ne
)
置
け
0(o
ge
)
0(o
ge
)
0(o
ge
)
0(o
ga
se;
og
e)
2(o
ge
)
0,2
.(o
ge
)
2b
1
押
す
0(o
su
)
0(o
su
)
0(o
su
)
0(o
su
)
0(o
su
)
0(o
su
)
押
す
と
き
0(o
su
)
0(o
su
)
0(o
su
)
0(o
su
)
0(o
su
)
0(o
su
)
押
し
た
0(o
su
ta)
0(o
sji
ta)
0(o
sit
a)
0(o
sit
a)
0(o
sit
a)
0(o
sit
a)
押
し
た
と
き
0(o
su
ta)
0(o
sji
ta)
0(o
sit
a)
0(o
sit
a)
0(o
sit
a)
0(o
sit
a)
押
し
て
0(o
su
te)
0(o
sji
te)
0(o
sit
e)
0(o
sit
e)
0(o
sit
e)
0(o
sit
e)
押
す
な
3(o
su
na
)
3,0
.(o
su
na
)
2(o
su
na
)(O
K)
3(o
su
na
)
3(o
su
na
)
3(o
su
na
)
押
さ
な
い
0(o
san
E)
0(o
san
e)
0(o
san
e)
0(o
san
e)
0(o
san
ai)
0(o
san
e)
押
せ
0(o
sje
)
0(o
se)
0(o
se)
0(o
sis
e;o
se)
(O
K)
2(o
se)
0,2
.(o
he
)
2b
1
飛
ぶ
0(t
o˜b
u)
0(t
o˜b
u)
0(t
o˜b
u)
0(t
o˜b
u)
0(-
b-
)
0(t
o˜b
u)
飛
ぶ
と
き
0(t
o˜b
u)
0(t
o˜b
u)
0(t
o˜b
u)
0(t
o˜b
u)
0(-
b-
)
0(t
o˜b
u)
飛
ん
だ
0(t
oN
da
)
0(t
oN
da
)
0(t
oN
da
)
0(t
oN
da
)
0(t
oN
da
)
0(t
oN
da
)
飛
ん
だ
と
き
0(t
oN
da
)
0(t
oN
da
)
0(t
oN
da
)
0(t
oN
da
)
0(t
oN
da
)
0(t
oN
da
)
飛
ん
で
0(t
oN
de
)
0(t
oN
de
)
0(t
oN
de
)
0(t
oN
de
)
0(t
oN
de
)
0(t
oN
de
)
飛
ぶ
な
3(t
o˜b
un
a)
3,0
.(t
o˜b
un
a)
2(t
o˜b
un
a)(
OK
)
3(t
o˜b
un
a)
3(t
ob
un
a)
3(t
o˜b
un
a)
飛
ば
な
い
0(t
o˜b
an
E)
0(t
o˜b
an
e)
0(t
o˜b
an
e)
0(t
o˜b
an
e)
0(t
ob
an
ai)
0(t
o˜b
an
e)
飛
べ
0(t
o˜b
e)
0(t
o˜b
e)
0(t
o˜b
e)
0(t
o˜b
ase
;to
˜be
)
2(t
ob
e)
0,2
.(t
o˜b
e)
2b
2
会
う
 [ 行
き
会
う
]
1(a
u)[
3(i
gia
u)]
1(a
u)[
<o
>3
(ig
iau
)]
1(a
u)
1(a
u)
1(a
u)
1(a
ru
)[3
(ig
iar
u)]
会
う
と
き
1(a
u)[
3(i
gia
u)]
1(a
u)[
<o
>3
(ig
iau
)]
1(a
u)
1(a
u)
1(a
u)
1(a
ru
)[3
(ig
iar
u)]
会
っ
た
1,3
.(a
tta
)
3(a
tta
)[ <
o >
5(i
gia
tta
)]
1(a
tta
)
3(a
tta
)
3(a
tta
)
3(a
tta
)[5
(ig
iat
ta)
]
会
っ
た
と
き
3(a
tta
)
3(a
tta
)[ <
o >
5(i
gia
tta
)]
1(a
tta
)
3(a
tta
)
3,1
.(a
tta
)
3(a
tta
)[5
(ig
iat
ta)
]
会
っ
て
1(a
tte
)
1(a
tte
)[ <
o >
3(i
gia
tte
)]
1(a
tte
)
3(a
tte
)
3(a
tte
)
3(a
tte
)[5
(ig
iat
te)
]
会
う
な
1(a
un
a)[
3(i
gia
un
a)]
1[
<o
>3
(ig
iau
na
)]
1(a
un
a)
1(a
un
a)
1(a
un
a)
1(a
ru
na
)[3
(ig
iar
un
a)]
 
会
わ
な
い
3(a
wa
nE
)
3(a
wa
ne
)
[ <
o >
5(i
gia
wa
ne
)]
3(a
wa
ne
)
3(a
wa
ne
)
3(a
wa
na
i)
3(a
wa
ne
)[4
(ig
ian
e)]
会
え
1(a
e)
1[
<o
>ig
iae
 3]
1(a
e)
3(a
wa
se)
;1(
ae)
2(a
e)
2(a
re)
[4
(ig
iar
e)]
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類
項
目
盛
岡
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
2b
2
打
つ
1(u
zu
)
1(u
zu
)
1(u
zu
)
1(u
zu
)
1(u
zu
)
1(u
zu
)
打
つ
と
き
1(u
zu
)
1(u
zu
)
1(u
zu
)
1(u
zu
)
1(u
zu
)
1(u
zu
)
打
っ
た
1,3
.(u
tta
)
3(u
tta
)
1(u
tta
)
3(u
tta
)
3(u
tta
)
3(u
tta
)
打
っ
た
と
き
3(u
tta
)
3(u
tta
)
1(u
tta
)
3(u
tta
)
3,1
.(u
tta
)
3(u
tta
)
打
っ
て
1(u
tte
)
1(u
tte
)
1(u
tte
)
3(u
tte
)
3(u
tte
)
3(u
tte
)
打
つ
な
1(u
zu
na
)
1(u
zu
na
)
1(u
zu
na
)
1(u
zu
na
)
1(u
zu
na
)
1(u
zu
na
)
打
た
な
い
3(u
da
nE
)
3(u
da
ne
)
3(u
da
ne
)
3(u
da
ne
)
3(u
da
na
i)
3(u
da
ne
)
打
て
1(u
de
)
1(u
de
)
1(u
de
)
3(u
da
se)
;1(
ud
e)
2(u
de
)
2(u
de
)
2b
2
書
く
1(k
ag
u)
1(k
ag
u)
1(k
ag
u)
1(k
ag
u)
1(k
ag
u)
1(k
ag
u)
書
く
と
き
1(k
ag
u)
1(k
ag
u)
1(k
ag
u)
1(k
ag
u)
1(k
ag
u)
1(k
ag
u)
書
い
た
1(k
Ed
a)
1(k
aid
a, <
o >
ke
da
)
1(k
aid
a)
1(k
aid
a)
1(k
aid
a)
1(k
aid
a)
書
い
た
と
き
1(k
Ed
a)
1(k
aid
a, <
o >
ke
da
)
1(k
aid
a)
1(k
aid
a)
1(k
aid
a)
1(k
aid
a)
書
い
て
1(k
aid
e,k
Ed
e)
1(k
aid
e, <
o >
ke
de
)
1(k
aid
e)
1(k
aid
e)
1(k
aid
e)
1(k
aid
e)
書
く
な
1(k
ag
un
a)
1(k
ag
un
a)
1(k
ag
un
a)
1(k
ag
un
a)
1(k
ag
un
a)
1(k
ag
un
a)
書
か
な
い
3(k
ag
an
E)
3(k
ag
an
e)
3(k
ag
an
e)
3(k
ag
an
e)
3(k
ag
an
ai)
3(k
ag
an
e)
書
け
1(k
ag
e)
1(k
ag
e)
1(k
ag
e)
3(k
ag
ase
);1
(ka
ge
)
2(k
ag
e)
2(k
ag
e)
2b
2
取
る
1(t
or
u)
1(t
or
u)
1(t
or
u)
1(t
or
u)
1(t
or
u)
1(t
or
u)
取
る
と
き
1(t
or
u)
1(t
or
u)
1(t
or
u)
1(t
or
u)
1(t
or
u)
1(t
or
u)
取
っ
た
1,3
.(t
ott
a)
3(t
ott
a)
1(t
ott
a)
3(t
ott
a)
3(t
ott
a)
3(t
ott
a)
取
っ
た
と
き
3(t
ott
a)
3(t
ott
a)
1(t
ott
a)
3(t
ott
a)
3(t
ott
a)
3(t
ott
a)
取
っ
て
1(t
ott
e)
1(t
ott
e)
1(t
ott
e)
3(t
ott
e)
3(t
ott
e)
3(t
ott
e)
取
る
な
1(t
or
un
a, <
m >
toN
na
)
1(t
or
un
a)
1(t
or
un
a,t
on
a)
1(t
on
a,t
or
un
a)
1(t
or
un
a)
1(t
on
a)
取
ら
な
い
3(t
ora
nE
)
3(t
ora
ne
)
3(t
ora
ne
),2
(to
ne
)
3(t
ora
ne
),2
(to
ne
)
3(t
ora
na
i)
2(t
on
e)
取
れ
1(t
ore
)
1(t
ore
)
1(t
ore
)
2(t
os
e);
1(t
ore
)(O
K)
2(t
ore
)
2(t
ore
)
2b
2
読
む
1(j
om
u)
1(j
om
u)
1(j
om
u)
1(j
om
u)
1(j
om
u)
1(j
om
u)
読
む
と
き
1(j
om
u)
1(j
om
u)
1(j
om
u)
1(j
om
u)
1(j
om
u)
1(j
om
u)
読
ん
だ
1,3
.(jo
Nd
a)
3,1
.(jo
Nd
a)
1(j
oN
da
)
1(j
oN
da
)
3(j
oN
da
)
3(j
oN
da
)
読
ん
だ
と
き
3(j
oN
da
)
3(j
oN
da
)
1(j
oN
da
)
1(j
oN
da
)
3(,
1 も
か
).(
joN
da
)
3(j
oN
da
)
読
ん
で
1(j
oN
de
)
1(j
oN
de
)
1(j
oN
de
)
1(j
oN
de
)
3(j
oN
de
)
3(j
oN
de
)
読
む
な
1(j
om
un
a)
1(j
om
un
a)
1(j
om
un
a)
1(j
om
un
a)
1(j
om
un
a)
1(j
om
un
a)
読
ま
な
い
3(j
om
an
E)
3(j
om
an
e)
3(j
om
an
e)
3(j
om
an
e)
3(j
om
an
ai)
3(j
om
an
e)
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項
目
盛
岡
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
読
め
1(j
om
e)
1(j
om
e)
1(j
om
e)
3(j
om
ase
);1
(jo
me
)
2(j
om
e)
2(j
om
e)
2b
x
出
す
1(d
asu
)
1(d
asu
)
1(d
asu
)
1(d
asu
)
1(d
asu
)
1(d
asu
)
出
す
と
き
1(d
asu
)
1(d
asu
)
1(d
asu
)
1(d
asu
)
1(d
asu
)
1(d
asu
)
出
し
た
1(d
asu
ta)
1(d
asj
ita
)
1(d
asi
ta)
1(d
asi
ta)
1(d
asi
ta)
1(d
asi
ta)
出
し
た
と
き
1(d
asu
ta)
1(d
asj
ita
)
1(d
asi
ta)
1(d
asi
ta)
1(d
asi
ta)
1(d
asi
ta)
出
し
て
1(d
asu
te)
1(d
asj
ite
)
1(d
asi
te)
1(d
asi
te)
1(d
asi
te)
1(d
asi
te)
出
す
な
1(d
asu
na
)
1(d
asu
na
)
1(d
asu
na
)
1(d
asu
na
)
1(d
asu
na
)
1(d
asu
na
)
出
さ
な
い
3(d
asa
nE
)
3(d
asa
ne
)
3(d
asa
ne
)
3(d
asa
ne
)
3(d
asa
na
i)
3(d
asa
ne
)
出
せ
1(d
asj
e)
1(d
ase
)
1(d
ase
)
3(d
asi
se)
;1(
da
se)
(O
K)
2(d
ase
)
2(d
ah
e)
3a
1
着
せ
る
0(k
isj
eru
)
0(k
is(
j)e
ru
)
0(k
ise
ru
)
0( <
普
>k
ihe
ru
.
kis
jer
u,k
ise
ru
も
.  
以
下
kih
eru
で
)
0(k
ise
ru
)
0(k
ihe
ru
)
着
せ
る
と
き
0(k
isj
eru
)
0(k
is(
j)e
ru
)
0(k
ise
ru
)
0(k
ihe
ru
)
0(k
ise
ru
)
0(k
ihe
ru
)
着
せ
た
0(k
isj
ed
a)
0(k
is(
j)e
da
)
0(k
ise
da
)
0(k
ihe
da
)
0(k
ise
da
)
0(k
ihe
da
)
着
せ
た
と
き
0(k
isj
ed
a)
0(k
is(
j)e
da
)
0(k
ise
da
)
0(k
ihe
da
)
0(k
ise
da
)
0(k
ihe
da
)
着
せ
て
0(k
isj
ed
e)
0(k
is(
j)e
de
)
0(k
ise
de
)
0(k
ihe
de
)
0(k
ise
de
)
0(k
ihe
de
)
着
せ
る
な
4(k
isj
eru
na
, 
<m
>k
isj
eN
na
)
4,0
.(k
is(
j)e
ru
na
)
3(k
ise
ru
na
)(O
K)
3(k
ihe
na
),4
(ki
he
ru
na
)
4(k
ise
ru
na
)
3(k
ihe
na
)
着
せ
な
い
0(k
isj
en
E)
0(k
is(
j)e
ne
)
0(k
ise
ne
)
0(k
ihe
ne
)
0(k
ise
na
i)
0(k
ihe
ne
)
着
せ
ろ
0(k
isj
ero
)
0(k
is(
j)e
ro)
0(k
ise
ro)
0(k
ihe
se;
kih
ero
)
2(k
ise
ro)
0,3
.(k
ihe
re;
kih
ero
)
3a
1
曲
げ
る
0(m
an
ge
ru
)
0(m
an
ge
ru
)
0(m
an
ge
ru
)
0(m
an
ge
ru
)
0(m
an
ge
ru
)
0(m
an
ge
ru
)
曲
げ
る
と
き
0(m
an
ge
ru
)
0(m
an
ge
ru
)
0(m
an
ge
ru
)
0(m
an
ge
ru
)
0(m
an
ge
ru
)
0(m
an
ge
ru
)
曲
げ
た
0(m
an
ge
da
)
0(m
an
ge
da
)
0(m
an
ge
da
)
0(m
an
ge
da
)
0(m
an
ge
da
)
0(m
an
ge
da
)
曲
げ
た
と
き
0(m
an
ge
da
)
0(m
an
ge
da
)
0(m
an
ge
da
)
0(m
an
ge
da
)
0(m
an
ge
da
)
0(m
an
ge
da
)
曲
げ
て
0(m
an
ge
de
)
0(m
an
ge
de
)
0(m
an
ge
de
)
0(m
an
ge
de
)
0(m
an
ge
de
)
0(m
an
ge
de
)
曲
げ
る
な
4(m
an
ge
ru
na
, 
<m
>m
an
ge
Nn
a)
4,0
.(m
an
ge
ru
na
)
3(m
an
ge
ru
na
)(O
K)
3(m
an
ge
na
), 
4(m
an
ge
ru
na
)
4(m
an
ge
ru
na
)
3(m
an
ge
na
)
曲
げ
な
い
0(m
an
ge
nE
)
0(m
an
ge
ne
)
0(m
an
ge
ne
)
0(m
an
ge
ne
)
0(m
an
ge
na
i)
0(m
an
ge
ne
)
曲
げ
ろ
0(m
an
ge
ro)
0(m
an
ge
ro)
0(m
an
ge
ro)
0(m
an
ge
se;
ma
ng
ero
)
3(m
an
ge
ro)
0,3
.(m
an
ge
re;
ma
ng
ero
)
3a
2
建
て
る
2(t
ad
eru
)
2(t
ad
eru
)
2(t
ad
eru
)
2(t
ad
eru
)
2(t
ad
eru
)
2(t
ad
eru
)
建
て
る
と
き
2(t
ad
eru
)
2(t
ad
eru
)
2(t
ad
eru
)
2(t
ad
eru
)
2(t
ad
eru
)
2(t
ad
eru
)
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類
項
目
盛
岡
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
建
て
た
2(t
ad
ed
a)
2(t
ad
ed
a)
2(t
ad
ed
a)
2(t
ad
ed
a)
2(t
ad
ed
a)
2(t
ad
ed
a)
建
て
た
と
き
2(t
ad
ed
a)
2(t
ad
ed
a)
2(t
ad
ed
a)
2(t
ad
ed
a)
2(t
ad
ed
a)
2(t
ad
ed
a)
建
て
て
2(t
ad
ed
e)
2(t
ad
ed
e)
2(t
ad
ed
e)
2(t
ad
ed
e)
2(t
ad
ed
e)
2(t
ad
ed
e)
建
て
る
な
2(t
ad
eru
na
, 
<m
>t
ad
eN
na
)
2(t
ad
eru
na
)
2(t
ad
eru
na
)
2(t
ad
en
a)
2(t
ad
eru
na
)
2(t
ad
en
a)
建
て
な
い
3(t
ad
en
E)
3(t
ad
en
e)
3(t
ad
en
e)
3(t
ad
en
e)
3(t
ad
en
ai)
3(t
ad
en
e)
建
て
ろ
2(t
ad
ero
)
2(t
ad
ero
)
2(t
ad
ero
)
3(t
ad
ese
);2
(ta
de
ro)
3(t
ad
ero
)
3(t
ad
ere
;ta
de
ro)
3a
2
伸
び
る
2(n
o˜b
iru
)
2(n
o˜b
iru
)
2(n
o˜b
iru
)
2(n
o˜b
iru
)
2(n
ob
iru
)
2(n
o˜b
iru
)
伸
び
る
と
き
2(n
o˜b
iru
)
2(n
o˜b
iru
)
2(n
o˜b
iru
)
2(n
o˜b
iru
)
2(n
ob
iru
)
2(n
o˜b
iru
)
伸
び
た
2(n
o˜b
ida
)
2(n
o˜b
ida
)
2(n
o˜b
ida
)
2(n
o˜b
ida
)
2(n
ob
ida
)
2(n
o˜b
ida
)
伸
び
た
と
き
2(n
o˜b
ida
)
2(n
o˜b
ida
)
2(n
o˜b
ida
)
2(n
o˜b
ida
)
2(n
ob
ida
)
2(n
o˜b
ida
)
伸
び
て
2(n
o˜b
ide
)
2(n
o˜b
ide
)
2(n
o˜b
ide
)
2(n
o˜b
ide
)
2(n
ob
ide
)
2(n
o˜b
ide
)
伸
び
る
な
<m
>2
(n
o˜b
iru
na
, 
no
˜bi
Nn
a)
2(n
o˜b
iru
na
)
2(n
o˜b
iru
na
)
2(n
o˜b
ina
)
2(n
ob
iru
na
)
2(n
o˜b
ina
)
伸
び
な
い
3(n
o˜b
inE
)
3(n
o˜b
ine
)
3(n
o˜b
ine
)
3(n
o˜b
ine
)
3(n
ob
ina
i)
3(n
o˜b
ine
)
伸
び
ろ
2(n
o˜b
iro
)
2(n
o˜b
iro
)
2(n
o˜b
iro
)
3(n
o˜b
ise
);2
(n
o˜b
iro
)
3(n
ob
iro
)
3(n
o˜b
ire
;no
˜bi
ro)
3a
x
出
来
る
2(d
eg
iru
)
2(d
eg
iru
)
2(d
eg
iru
)
2(d
eg
iru
)
2(d
eg
iru
)
2(d
eg
iru
)
出
来
る
と
き
2(d
eg
iru
)
2(d
eg
iru
)
2(d
eg
iru
)
2(d
eg
iru
)
2(d
eg
iru
)
2(d
eg
iru
)
出
来
た
2(d
eg
ida
)
2(d
eg
ida
)
2(d
eg
ida
)
2(d
eg
ida
)
2(d
eg
ida
)
2(d
eg
ida
)
出
来
た
と
き
2(d
eg
ida
)
2(d
eg
ida
)
2(d
eg
ida
)
2(d
eg
ida
)
2(d
eg
ida
),3
(d
ek
ita
)
2(d
eg
ida
)
出
来
て
2(d
eg
ide
)
2(d
eg
ide
)
2(d
eg
ide
)
2(d
eg
ide
)
2(d
eg
ide
)
2(d
eg
ide
)
出
来
る
な
*
<m
>2
(de
gir
un
a)
<m
>2
(de
gir
un
a)
<m
>2
(de
gir
un
a)
x
<m
>2
(d
eg
iru
na
)
<m
>2
(d
eg
iru
na
)
出
来
な
い
3(d
eg
inE
)
3(d
eg
ine
)
3(d
eg
ine
)
3(d
eg
ine
)
3(d
eg
ina
i)
3(d
eg
ine
)
出
来
ろ
*//
起
き
ろ
x
x2
(de
gir
o)(
願
望
で
)
x
x//
3(o
gis
e);
2(o
gir
o)
x
//3
(og
ire
;og
iro
)
3b
1
送
る
0(o
gu
ru
)
0(o
gu
ru
)
0(o
gu
ru
)
0(o
gu
ru
)
0(o
gu
ru
)
0(o
gu
ru
)
送
る
と
き
0(o
gu
ru
)
0(o
gu
ru
)
0(o
gu
ru
)
0(o
gu
ru
)
0(o
gu
ru
)
0(o
gu
ru
)
送
っ
た
0(o
gu
tta
)
0(o
gu
tta
)
0(o
gu
tta
)
0(o
gu
tta
)
0(o
gu
tta
)
0(o
gu
tta
)
送
っ
た
と
き
0(o
gu
tta
)
0(o
gu
tta
)
0(o
gu
tta
)
0(o
gu
tta
)
0(o
gu
tta
)
0(o
gu
tta
)
送
っ
て
0(o
gu
tte
)
0(o
gu
tte
)
0(o
gu
tte
)
0(o
gu
tte
)
0(o
gu
tte
)
0(o
gu
tte
)
送
る
な
4(o
gu
ru
na
, 
<m
>o
gu
Nn
a)
4,0
.(o
gu
ru
na
)
3(o
gu
ru
na
)(O
K)
3(o
gu
na
)
4(o
gu
ru
na
), 
<m
>3
(og
un
a)
3(o
gu
na
)
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類
項
目
盛
岡
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
送
ら
な
い
0(o
gu
ran
E)
0(o
gu
ran
e)
0(o
gu
ran
e,o
gu
ne
)
0(o
gu
ne
,og
ur
an
e)
0(o
gu
ran
ai,
<m
>o
gu
ne
)
0(o
gu
ne
)
送
れ
0(o
gu
re)
0(o
gu
re)
0(o
gu
re)
0(o
gu
se;
og
ure
)(O
K)
3(o
gu
re)
0(o
gu
re)
3b
1
続
く
0(c
u˜z
ug
u)
0(c
u˜z
ug
u)
0(c
u˜z
ug
u)
0(c
u˜z
ug
u)
0(c
uz
ug
u)
0(c
u˜z
ug
u)
続
く
と
き
0(c
u˜z
ug
u)
0(c
u˜z
ug
u)
0(c
u˜z
ug
u)
0(c
u˜z
ug
u)
0(c
uz
ug
u)
0(c
u˜z
ug
u)
続
い
た
0(c
u˜z
uid
a)
0(c
u˜z
uid
a)
0(c
u˜z
uid
a)
0(c
u˜z
uid
a)
0(c
uz
uid
a)
0(c
u˜z
uid
a)
続
い
た
と
き
0(c
u˜z
uid
a)
0(c
u˜z
uid
a)
0(c
u˜z
uid
a)
0(c
u˜z
uid
a)
0(c
uz
uid
a)
0(c
u˜z
uid
a)
続
い
て
0(c
u˜z
uid
e)
0(c
u˜z
uid
e)
0(c
u˜z
uid
e)
0(c
u˜z
uid
e)
0(c
uz
uid
e)
0(c
u˜z
uid
e)
続
く
な
4(c
u˜z
ug
un
a)
4,0
.(c
u˜z
ug
un
a)
3(c
u˜z
ug
un
a)(
OK
)
4(c
u˜z
ug
un
a)
4(c
uz
ug
un
a)
4(c
u˜z
ug
un
a)
続
か
な
い
0(c
u˜z
ug
an
E)
0(c
u˜z
ug
an
e)
0(c
u˜z
ug
an
e)
0(c
u˜z
ug
an
e)
0(c
uz
ug
an
ai)
0(c
u˜z
ug
an
e)
続
け
0(c
u˜z
ug
e)
0(c
u˜z
ug
e)
0(c
u˜z
ug
e)
0(c
u˜z
ug
ase
;cu
˜zu
ge
)
3(c
uz
ug
e)
0(c
u˜z
ug
e)
3b
1
並
ぶ
0(n
ara
˜bu
)
0(n
ara
˜bu
)
0(n
ara
˜bu
)
0(n
ara
˜bu
)
0(n
ara
bu
)
0(n
ara
˜bu
)
並
ぶ
と
き
0(n
ara
˜bu
)
0(n
ara
˜bu
)
0(n
ara
˜bu
)
0(n
ara
˜bu
)
0(n
ara
bu
)
0(n
ara
˜bu
)
並
ん
だ
0(n
ara
Nd
a)
0(n
ara
Nd
a)
0(n
ara
Nd
a)
0(n
ara
Nd
a)
0(n
ara
Nd
a)
0(n
ara
Nd
a)
並
ん
だ
と
き
0(n
ara
Nd
a)
0(n
ara
Nd
a)
0(n
ara
Nd
a)
0(n
ara
Nd
a)
0(n
ara
Nd
a)
0(n
ara
Nd
a)
並
ん
で
0(n
ara
Nd
e)
0(n
ara
Nd
e)
0(n
ara
Nd
e)
0(n
ara
Nd
e)
0(n
ara
Nd
e)
0(n
ara
Nd
e)
並
ぶ
な
4(n
ara
˜bu
na
)
4,0
.(n
ara
˜bu
na
)
3(n
ara
˜bu
na
)(O
K)
4(n
ara
˜bu
na
)
4(n
ara
bu
na
)
4(n
ara
˜bu
na
)
並
ば
な
い
0(n
ara
˜ba
nE
)
0(n
ara
˜ba
ne
)
0(n
ara
˜ba
ne
)
0(n
ara
˜ba
ne
)
0(n
ara
ba
na
i)
0(n
ara
˜ba
ne
)
並
べ
0(n
ara
˜be
)
0(n
ara
˜be
)
0(n
ara
˜be
)
0(n
ara
˜ba
se;
na
ra˜
be
)
3(n
ara
be
)
0(n
ara
˜be
)
3b
1
笑
う
0(w
ara
u)
0(w
ara
u)
0(w
ara
ru
)
0(w
ara
ru
)
0(w
ara
u)
0(w
ara
ru
)
笑
う
と
き
0(w
ara
u)
0(w
ara
u)
0(w
ara
ru
)
0(w
ara
ru
)
0(w
ara
u)
0(w
ara
ru
)
笑
っ
た
0(w
ara
tta
)
0(w
ara
tta
)
0(w
ara
tta
)
0(w
ara
tta
)
0(w
ara
tta
)
0(w
ara
tta
)
笑
っ
た
と
き
0(w
ara
tta
)
0(w
ara
tta
)
0(w
ara
tta
)
0(w
ara
tta
)
0(w
ara
tta
)
0(w
ara
tta
)
笑
っ
て
0(w
ara
tte
)
0(w
ara
tte
)
0(w
ara
tte
)
0(w
ara
tte
)
0(w
ara
tte
)
0(w
ara
tte
)
笑
う
な
0(w
ara
un
a)
4,0
.(w
ara
un
a)
3(w
ara
ru
na
)(O
K)
3(w
ara
na
),4
(w
ara
ru
na
)
4(w
ara
un
a)
4(w
ara
ru
na
),3
(w
ara
na
)
笑
わ
な
い
0(w
ara
wa
nE
,w
ara
nE
)
0(w
ara
wa
ne
,
<m
>w
ara
ne
)
0(w
ara
ne
,w
ara
wa
ne
)
0(w
ara
ne
,w
ara
wa
ne
)
0(w
ara
wa
na
i)
0(w
ara
ne
,w
ara
wa
ne
)
笑
え
0(w
ara
e)
0(w
ara
e)
0(w
ara
re)
0(w
ara
se;
wa
rar
e)(
OK
)
3(w
ara
e)
0(w
ara
re)
3b
2
泳
ぐ
2(o
jon
gu
)
2(o
jon
gu
)
2(o
jon
gu
)
2(o
jon
gu
)
2(o
jon
gu
)
2(o
jon
gu
)
泳
ぐ
と
き
2(o
jon
gu
)
2(o
jon
gu
)
2(o
jon
gu
)
2(o
jon
gu
)
2(o
jon
gu
)
2(o
jon
gu
)
泳
い
だ
2(o
joi
˜d
a)
2(o
joi
˜d
a)
2(o
joi
˜d
a)
2(o
joN
da
)(O
K)
2(o
joi
da
)
2(o
joi
˜d
a)
泳
い
だ
と
き
2(o
joi
˜d
a)
2(o
joi
˜d
a)
2(o
joi
˜d
a)
2(o
joN
da
)(O
K)
2(o
joi
da
)
2(o
joi
˜d
a)
泳
い
で
2(o
joi
˜d
e)
2(o
joi
˜d
e)
2(o
joi
˜d
e)
2(o
joN
de
)(O
K)
2(o
joi
de
)
2(o
joi
˜d
e)
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類
項
目
盛
岡
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
泳
ぐ
な
2(o
jon
gu
na
)
2(o
jon
gu
na
)
2(o
jon
gu
na
)
2(o
jon
gu
na
)
2(o
jon
gu
na
)
2(o
jon
gu
na
)
泳
が
な
い
4(o
jon
ga
nE
)
4(o
jon
ga
ne
)
4(o
jon
ga
ne
)
4(o
jon
ga
ne
)
4(o
jon
ga
na
i)
4(o
jon
ga
ne
)
泳
げ
2(o
jon
ge
)
2(o
jon
ge
)
2(o
jon
ge
)
4(o
jon
ga
se)
;2(
ojo
ng
e)
3(o
jon
ge
)
3(o
jon
ge
)
3b
2
下
が
る
2(s
an
ga
ru
)
2(s
an
ga
ru
)
2(s
an
ga
ru
)
2(s
an
ga
ru
)
2(s
an
ga
ru
)
2(s
an
ga
ru
)
下
が
る
と
き
2(s
an
ga
ru
)
2(s
an
ga
ru
)
2(s
an
ga
ru
)
2(s
an
ga
ru
)
2(s
an
ga
ru
)
2(s
an
ga
ru
)
下
が
っ
た
2,4
.(s
an
ga
tta
)
4,2
.(s
an
ga
tta
)
2(s
an
ga
tta
)
2(s
an
ga
tta
)
4(s
an
ga
tta
)
4(s
an
ga
tta
) 
下
が
っ
た
と
き
2,4
.(s
an
ga
tta
)
4,2
.(s
an
ga
tta
)
2(s
an
ga
tta
)
2(s
an
ga
tta
)
4(s
an
ga
tta
)
4(s
an
ga
tta
)
下
が
っ
て
2(s
an
ga
tte
)
2(s
an
ga
tte
)
2(s
an
ga
tte
)
2(s
an
ga
tte
)
4(s
an
ga
tte
)
4(s
an
ga
tte
)
下
が
る
な
2(s
an
ga
ru
na
, 
<m
>s
an
ga
Nn
a)
2(s
an
ga
ru
na
)
2(s
an
ga
ru
na
)
2(s
an
ga
na
,sa
ng
aru
na
)
2(s
an
ga
ru
na
, 
<m
>s
an
ga
na
)
2(s
an
ga
ru
na
)(O
K)
下
が
ら
な
い
4(s
an
ga
ran
E)
4(s
an
ga
ran
e)
4(s
an
ga
ran
e),
 
3(s
an
ga
ne
)
3(s
an
ga
ne
), 
4(s
an
ga
ran
e)
4(s
an
ga
ran
ai,
 
<m
>s
an
ga
ne
)
3(s
an
ga
ne
)
下
が
れ
2(s
an
ga
re)
2(s
an
ga
re)
2(s
an
ga
re)
3(s
an
ga
se)
;2(
san
ga
re)
3(s
an
ga
re)
3(s
an
ga
re)
3b
2
頼
む
2(t
an
om
u)
2(t
an
om
u)
2(t
an
om
u)
2(t
an
om
u)
2(t
an
om
u)
2(t
an
om
u)
頼
む
と
き
2(t
an
om
u)
2(t
an
om
u)
2(t
an
om
u)
2(t
an
om
u)
2(t
an
om
u)
2(t
an
om
u)
頼
ん
だ
2,4
.(t
an
oN
da
)
4,2
.(t
an
oN
da
)
2(t
an
oN
da
)
2(t
an
oN
da
)
4(t
an
oN
da
)
4(t
an
oN
da
)
頼
ん
だ
と
き
2,4
.(t
an
oN
da
)
4,2
.(t
an
oN
da
)
2(t
an
oN
da
)
2(t
an
oN
da
)
4(t
an
oN
da
)
4(t
an
oN
da
)
頼
ん
で
2(t
an
oN
de
)
2(t
an
oN
de
)
2(t
an
oN
de
)
2(t
an
oN
de
)
4(t
an
oN
de
)
4(t
an
oN
de
)
頼
む
な
2(t
an
om
un
a)
2(t
an
om
un
a)
2(t
an
om
un
a)
2(t
an
om
un
a)
2(t
an
om
un
a)
2(t
an
om
un
a)
頼
ま
な
い
4(t
an
om
an
E)
4(t
an
om
an
e)
4(t
an
om
an
e)
4(t
an
om
an
e)
4(t
an
om
an
ai)
4(t
an
om
an
e)
頼
め
2(t
an
om
e)
2(t
an
om
e)
2(t
an
om
e)
4(t
an
om
ase
);2
(ta
no
me
)
3(t
an
om
e)
3(t
an
om
e)
3b
2
払
う
2(h
ara
u)
2(h
ara
u)
2(h
ara
ru
)
2(h
ara
u,h
ara
ru
も
)
2(h
ara
ru
)
2(h
ara
ru
)
払
う
と
き
2(h
ara
u)
2(h
ara
u)
2(h
ara
ru
)
2(h
ara
u,h
ara
ru
も
)
2(h
ara
ru
)
2(h
ara
ru
)
払
っ
た
2,4
.(h
ara
tta
)
4,2
.(h
ara
tta
)
2(h
ara
tta
)
2(h
ara
tta
)
4(h
ara
tta
)
4(h
ara
tta
) C
f.d
eh
att
a 2
払
っ
た
と
き
2,4
.(h
ara
tta
)
4,2
.(h
ara
tta
)
2(h
ara
tta
)
2(h
ara
tta
)
4(h
ara
tta
)
4(h
ara
tta
) C
f.d
eh
att
a 2
払
っ
て
2(h
ara
tte
)
2(h
ara
tte
)
2(h
ara
tte
)
2(h
ara
tte
)
4(h
ara
tte
)
4(h
ara
tte
) C
f.d
eh
att
e 2
払
う
な
2(h
ara
un
a,h
aro
na
(O
K)
)
2(h
ara
un
a, <
聞
>h
ara
na
)
2(h
ara
ru
na
)
2(h
ara
na
,ha
rau
na
)
2(h
ara
un
a,h
ara
na
)
2(h
ara
ru
na
)
払
わ
な
い
4(h
ara
wa
nE
),3
(h
ara
nE
)
4(h
ara
wa
ne
),3
(h
ara
ne
)
4(h
ara
wa
ne
),3
(h
ara
ne
)
3(h
ara
ne
)
4(h
ara
wa
na
i),3
(h
ara
ne
)
3(h
ara
ne
)
払
え
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ara
e)
2(h
ara
e)
2(h
ara
re)
3(h
ara
wa
se,
ha
ras
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前
者
が
よ
り
優
し
い
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2(h
ara
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3(h
ara
e)
3(h
ara
re)
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類
項
目
盛
岡
雫
石（
内
省
）
八
戸
風
間
浦
弘
前
五
所
川
原
3b
3
歩
く
 [ ア
サ
ク
]
2(a
ru
gu
.ar
igu
は
周
辺
部
)2
(ar
ug
u, <
o >
ari
gu
)
2(a
ru
gu
)
2(a
ru
gu
,ar
igu
)
2(a
sag
u)
2(a
sag
u)
歩
く
と
き
2(a
ru
gu
)
2(a
ru
gu
)
2(a
ru
gu
)
2(a
ru
gu
)
2(a
sag
u)
2(a
sag
u)
歩
い
た
2,4
.(a
ru
tta
)
4,2
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ru
tta
)
2(a
ru
tta
)
2(a
ru
tta
)
2(a
sai
da
)
2(a
sai
da
)
歩
い
た
と
き
2,4
.(a
ru
tta
)
4,2
.(a
ru
tta
)
2(a
ru
tta
)
2(a
ru
tta
)
2(a
sai
da
)
2(a
sai
da
)
歩
い
て
2(a
ru
tte
)
2(a
ru
tte
)
2(a
ru
tte
)
2(a
ru
tte
)
2(a
sai
de
)
2(a
sai
de
)
歩
く
な
2(a
ru
gu
na
)
2(a
ru
gu
na
)
2(a
ru
gu
na
)
2(a
ru
gu
na
)
2(a
sag
un
a)
2(a
sag
un
a)
歩
か
な
い
4(a
ru
ga
nE
)
4(a
ru
ga
ne
)
4(a
ru
ga
ne
)
4(a
ru
ga
ne
)
4(a
sag
an
ai)
4(a
sag
an
e)
歩
け
2(a
ru
ge
)
2(a
ru
ge
)
2(a
ru
ge
)
4(a
ru
ga
se)
;2(
aru
ge
)
3(a
sag
e)
3(a
sag
e)
3b
3
隠
す
2(k
ag
us
u)
2(k
ag
us
u)
2(k
ag
us
u)
2(k
ag
us
u)
2(k
ag
us
u)
2(k
ag
us
u)
隠
す
と
き
2(k
ag
us
u)
2(k
ag
us
u)
2(k
ag
us
u)
2(k
ag
us
u)
2(k
ag
us
u)
2(k
ag
us
u)
隠
し
た
2(k
ag
us
uta
)
2(k
ag
us
jita
)
2(k
ag
us
ita
)
2(k
ag
us
ita
)
2(k
ag
us
ita
)
2(k
ag
us
ita
)
隠
し
た
と
き
2(k
ag
us
uta
)
2(k
ag
us
jita
)
2(k
ag
us
ita
)
2(k
ag
us
ita
)
2(k
ag
us
ita
)
2(k
ag
us
ita
)
隠
し
て
2(k
ag
us
ute
)
2(k
ag
us
jite
) C
f.4
だ
と
「
隠
し
た
い
」に
.
2(k
ag
us
ite
)
2(k
ag
us
ite
)
2(k
ag
us
ite
)
2(k
ag
us
ite
)
隠
す
な
2(k
ag
us
un
a)
2(k
ag
us
un
a)
2(k
ag
us
un
a)
2(k
ag
us
un
a)
2(k
ag
us
un
a)
2(k
ag
us
un
a)
隠
さ
な
い
4(k
ag
us
an
E)
4(k
ag
us
an
e)
4(k
ag
us
an
e,k
ak
us
an
e)
4(k
ag
us
an
e)
4(k
ak
us
an
ai)
4(k
ag
us
an
e)
隠
せ
2(k
ag
us
e)
2(k
ag
us
e)
2(k
ag
us
e)
4(k
ag
us
ise
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(ka
gu
se)
3(k
ag
us
e)
3(k
ag
uh
e)
3b
3
入
る
1(h
Er
u)
1(h
eru
)
1(h
eru
)
1(h
eru
)
1(h
air
u)
1(h
aru
)(O
K)
入
る
と
き
1(h
Er
u)
1(h
eru
)
1(h
eru
)
1(h
eru
)
1(h
air
u)
1(h
aru
)
入
っ
た
1,3
.(h
Et
ta)
1,3
.(h
ett
a)
1(h
ett
a)
1(h
ett
a)
1(h
ait
ta)
1(h
att
a)
入
っ
た
と
き
1(h
Et
ta)
1,3
.(h
ett
a)
1(h
ett
a)
1(h
ett
a)
1(h
ait
ta)
1(h
att
a)
入
っ
て
1(h
Et
te)
1(h
ett
e)
1(h
ett
e)
1(h
ett
e)
1(h
ait
te)
1(h
att
e)
入
る
な
1(h
Er
un
a, <
m >
-N
na
)
1(h
eru
na
)
1(h
eru
na
)
1(h
en
a,h
eru
na
)
1(h
air
un
a)
1(h
an
a,h
aru
na
)
入
ら
な
い
3,1
.(h
Er
an
E)
,3(
OK
)
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m >
hE
Nn
E)
3,1
.(h
era
ne
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an
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れ
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3(h
air
e)
2(h
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)(O
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